
様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

令和 6年 4月 ノ
『
日

会派名

代表者名

改革クラブ

代表 渡部 一夫

令和 5年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第 1項の規定に基づき、別紙のとお

り、令和 5年度政務活動費収支報告書を提出 します。



別 紙

1 収入

令和 5年度政務活動費収支報告書

会派名 改革クラブ

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注 )1 備考欄 には、主た る支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類 の写 しを添付す ること。

3  残金    362,070  円

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 1,200,000

子預  金  利 6

会 派 負 担 金 0

合    計 1,200,006

項 目 金 額 備 考

調査研究費 131,660

研修費 0

広報費 634,848

広聴費 3,200

要請 。陳情活動費 0

会議費 0

資料作成費 43,593

資料購入費 24,635

人件費 0

事務所費 0

合    計 837,986



令和 5年度 政務活動費 会計帳簿 会派名  改革クラブ

年月日 摘 要 収  入 支   出 残    高

5 4 3 公聴費 (会場借上料) 800 △  800

5 5 1 政務活動費 5人 ×20,000円 ×12か月 1,200,000 1,199,200

5 5 23 広報費 (議会報告印刷、折込代 ) 191,152 1,008,048

5 7 21 公聴費 (会場借上料 ) 800 1,007,248

5 8 18 広報費 (議会報告印刷、折込代 ) 146,124 861,124

5 8 19 預金利息 3 861,127

5 10 3 公聴費 (会場借上料) 800 860,327

5 11 13 広報費 (議会報告印刷、折込代 ) 149,732 710,595

5 12 26 公聴費 (会場借上料 ) 800 709,795

6 2 8 広報費 (議会報告印刷、折込代) 147,840 561,955

6 2 19 預金利息 3 561,958

6 3 22 資料購入費 (参考図書) 24,635 537,323

6 3 25 資料作成費 (事務用消耗品) 43,593 493,730

6 3 28 調査研究費 (東京都中央区、千葉県香取市) 131,660 362,070

1,200,006 837,936 362,070



政務活動費 令和 5年度旅費領収明細表
改革クラブ  (単位 円)

支出内容 令和 6年 3月 28日 ～ 29日  (研修視察先 :東京都中央区・千葉県香取市)

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

渡 部 夫 14,800 14,800 ⑩
○宿泊料
(3/28 東京都 :甲地
方)14,800円 ×1泊 ×5
人⇒宿泊料は南相馬市
職員等の旅費に関する
条例 。規則に基づき定
額支給

Jヽ 川 尚 14,800 14,800 ③
竹 野 光 雄 14,800 14,800 ③
田 中 京 子 14,800 14,800 09
鈴 木 貞 正 14,800 14,800 ④
(お土産 ) 5,649 5,649

≠
領収書添付5,649円

(車借上料 ) 32 000 32 000

≠
リース代32,000円

(研修料 ) 3,100 3,100 ≠
佐原町並み交流館
(1,300円 、 800円 、
1,000円 )

(燃料費 ) 7,521 7,521 ≠ガソリン代7,521円
(駐車場代 ) 4,200 4,200 ≠

ホテル駐車場1,800円、
駐車場2,400円

(高速道路使用
料金 )

5,190 5,190
首都高速道路閉420円
+1,950円 +東 日本高速道
路い630円 +2,190円

計 0 74,000 57,660 131,660



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
視察研修 (令和6年3月 28日～29日 東京都中央区、千葉
県香取市)に係る手土産代

支出月日 令和6年 3月 26日

支 出 額 5,649円
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■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費
支出項目

支出内容
視察研修 (令和6年3月 28日 ～29日 東京都中央区、千葉
県香取市)に係る車借上料及びそれに係る燃料費

令和6年3月 29日支出月日

支 出 額 39,521F可

会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

よ革 7クフ 様
No

領 収 証

内 訳

現 金

小切手

手 形
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 上記正に領収いたしました

E
領 収 書

石田商事(株 )

価 SS

千葉県香取郡神崎町神崎神宿680

TEL:0478-ア 2-3251

岬 :T6040001063796

2024/03/29(」と)14:48

現 金          様
4-351128-99990       232181 0000

売上  現金        手
レギュラーG
020000                     ¥5100

30.18L     0169.O  L- 3 N- 9

(内ガソリン税  053.8  ¥1624)

小計         ¥5,100
(10%文寸」k                 ¥5,100

内消J晰党         ¥464)
合 言十     ¥5,■ 00
上記にて領収書とさせて頂きます

No.2319  担当:0012若菜徳一
POSl朦f]01

2024/03/29

,uSMALL
南相屈ジヤスモール

納品書 (領収書 )

登録番号:T7380001015606

ジヤスモーリし セリしフ給油所
南相馬市原町区大木戸金場77
TEL:0244-23-2210     SS:33334

2024年 03月 29日 18:15 レシ‐卜No 530

4-33334-000000

売上  現金
0000    *

レギユラー

14.67L
(内ガソリン税

002000

0165.0

353.8

/A

*  7-1

¥2421

¥789)

合計
_(内消費税等
4159預   ¥10,000釣

消費税率10%となります。

¥2,421
¥220 )

¥7,579
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙
円

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和6年 3月 28日～29日 東京都中央区、千葉
県香取市)に係る研修会受講料 (5名分)

支出月日 令和6年3月 29日

支 出 額 1,000F可

領 童
日

[

3.29

納 入 者
(住所氏名)

南相馬市議会
改革クラブ

様

令和  5  年度 会計

科
目

款 項 目

金 額 ¥1,000     (F杓移1) ¥90
税率 10°/。

納入の内容 事務手数料 ガイ ド手配 1名

令和  6年   3月   29日

佐原町並み交流館
登録番号T904000501

千葉県香取市佐原イ
100o,29TEL・ FAX 0478-5



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和6年 3月 28日 ～29日 東京都中央区、千葉
県香取市)に係る研修会受講料 (5名分 )

支出月日 令和6年3月 29日

支 出 額 800円

領 収 書

納 入 者
(住所氏名)

南相馬市議会
改革クラブ

様

令和  5  年度 会計

科
目

款 項 目 節

金 額 ¥800 (内税)¥72
税率10%

納入の内容 3/29研修室利用料として

令和  6年   3月   29日

佐原町並み交流館
登録番号T904000501

千葉県香取市佐原イ
1∞ 0.29TEL・ FAX 0478-5



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙
円

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
視察研修 (令和6年3月 28日 ～29日 東京都中央区、千葉
県香取市)に係る研修会受講料 (5名分)

支出月日 令和6年3月 29日

支 出 額 1,300F可

領 収 書

納 入 者
(住所氏名)

南相馬市議会
改革クラブ

様

令和  5  年度 会計

科
目

款 項 目

金 額 ¥1,300 (内税)¥118
税率10%

納入の内容
3/29プロジェクター・PC使用料と
して

令和  6年   3月   29日

佐原町並み交流館
登録番号T904000501

千葉県香取市佐原
TEL・ FAX 0478-5



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和6年 3月 28日 ～29日 東京都中央区、千葉
県香取市)に係る駐車場代

支出月日 令和6年 3月 28日 、29日

支 出 額 4,200円

銀座駐車場株式会社

丁EL 03-3567-9351
馬主 コ巨 多事 金

有明プライムビル駐車場

虜勝奪∬まこ盤■霙■〉
電話番号 03-3527-8554

彊鷺F尊イ尾続譜魂請

吉噌じI Bl
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令頁 班又 言正

精算機 ‖01    A精 算No.000103
発券機 102     発券No,008326
,7-No.3 ハ

゜
しリトNo.032 車番 ‖0972

スJ「日寺亥1 2024」手3月 28日 (木
本精算時刻

駐車時間
駐車料金

2024書13月 28日 (

B米半金   2,400円

』言暑重
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111昴
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≠卦  言十
(内税10%対象額
現金領収額

2,400Fヨ
2,400円 )
2,400F] 甫11ム

現 金
釜勺G菱

つ l‐4■:文 書

お預り         10,000円
お釣り         7,600円
またのご利用をお待ちしております。

合計は消費税率10%対象です。

1,80
20

NO.0929



支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
視察研修 (令和6年3月 28日 ～29日 東京都中央区、千葉
県香取市)に係る高速道路使用料

支出月日 令和6年3月 28日

支 出 額 5,190円

会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

首都高速道路株式会社

料金所 錦糸町 (上 )
車線02

ご利用ありがとうございます。
料金所では一旦停車してください。

領  収  書
2024年  3月 28日 (木 )

普  通
420円

ゴ
ツ器

こ利用ありがとうこざいます。

Ⅳ 孵

【現金】

収受額

通行料金は消費税率10%対象です。
登録番号 丁2010001095722
首都高お客さまセンター03-6667-5855
耳の不自由な方用FAX03… 3249‐ 1161
,972             12070032

こ禾1用ありがとうこざいます。

料金所で|ま―旦停車してください。

領   収   書

料金所  佐原香取
NEXCO東 日本お客きまセンター
0570-024-024
または

03-5308-2424

24年  3月 29日  9時 40分

車種 普通

通行料金   ¥2,190-
※通行料金の消費税率は10%です

(現金 )
―入□料金所― 習志野本線
高速道路上で停止車両を見聞きした際は、

停止車両や人に注意しながら安全走行を !

東日本高速道路株式会社

東京都千代田区霞が関3-3-2
登録番号 :T9010001095716

取扱番号201 -00480356-00

‐

がとうござい
旦停車し

|105
まで

首都高
ことなく、
る場合は、本書をご|

領
202

2024年 03
連続利用有効日時

2024年 0

を出ら

料金所では一旦停車してください。

領   14コと  書

料金所   三郷中央
NEXCO東 日本お客さまセンター
1570-024-024
または

C3-5303-2424

24年  3月 28日 11日寺25彿

車種 普通

通行料金    ¥630…
来通行料金の消費税率は10%です

(現金)

高速道路上で停止車両を見聞きした際は、

停止車両や人に注意しながら安全走行を !

東日本高速道路株式会社

東京都千代田区霞が関3-3-2

登録番号 :T9010001095716

取扱番号 2689-02-00

|ま消費税率1
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まセン
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷、折込代)

支出月日 令和5年 5月 23日

支 出 額 191,152Fl

∫
金 額 ギ/ ノ/ /

円

』

現  金 レ

小切手

手 形
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上記の金額正に領収致しました。
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙
円

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷、折込代)

支出月日 令和5年 8月 18日

支 出 額 146,124円

金 額 々ι 2
円

ズ

(内消費税    円)
但しマ,1■:「 |.オ

ー
11で t(■ 現 金

小切手

手 形
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NQ  002860
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上記の金額正に領収致しました。
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷、折込代 )

支出月日 令和5年 11月 13日

支 出 額 149,732H

金 額 ＝
埼
４ / 孝 ツ

（／ ゞ

円

ヽ
ノ

現 金

小切手

振  込

相 殺

取扱者印

N9 003164

円)

r 様

領  収  書
令和、ま年″/7月 /3日

福島県南相馬

TEL(

029262

(内消費税

劇勤 り創造へ 有限会社

FAX(
登録番号

91
04
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上記の金額正に領収致しました。
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

一∪

○

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷、折込代)

支出月日 令和6年 2月 8日

支 出 額 147,840円

金 額 / /
“

7 ご ■

円

θ

現 金 レ

小切手

振  込

相 殺

取扱者印

2

N2 003236

消費税 /′
=〕
γ■〔)円 )10%対象 (

但しな溺(「£嗅へ ,`有父ゾヘ
｀

輔 躊 ヽ

想像から創造へ 有限会社

領  収  書
令和 乙 年 二 月 ゎ 日

改革ル,‐様
i上

上記の金額正に領収致しました。

登録番号 :T238

福島県南相馬

TEL(
FAX

029262

91
04



□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費
支出項目

公聴費 (会場借上料)支出内容

令和5年4月 3日 、7月 21日支出月日

支 出 額 1,600円

納入通知書・領収証書

領収書等添付用紙

会派名 :改革クラブ

◎

③

会計

糸田負行

糸田々 負行

会計名

納入場所

年度

款

所属 生涯学習課
項   目   節

印

ひばり_生涯学習センター 上言]の通

納入通知書・領収証書

度年
Ｆ

，

´
所属 生涯学習課

り納入しました。

会計

細節

細々節

会計名

納入場所

款   項   目   節

ひ ば り生 涯 学 習 セ ンタ…  上言己の通り納入しました。

一丁

住 所

７́イ■
／
ヽ
イ
″
　
一

／́
様

金 額 |■ ヽ 円

納期限 年    月    日

摘
　

要

ひばり生涯学習センター施設使用料

h・・1 ‐ ・   ′
/ 件

54,‐′ _

T

住 所

ヮ́ワ
才
斗しく

′

イ
ル

様/

金 額 |二 (「円

納期限 年   月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料 /伸
L2け (1卜 i成 り

1

-5:7121
i斉

上記
1[輩η,社lFiい
°
醐肺長婢

(納 入 者 用 )

）
■

■



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報D公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 公聴費 (会場借上料 )

支出月日 令和5年 10月 3日 、12月 26日

支 出 額 1,600円

納入通知書・領収証書 ◎

一Ｔ

住 所

様

改 つも フ

金 額 /1'し)円

納期限 年   月   日
摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料

L E4ミ    ■).唐、
件

ヽ,
′|..

-5,1 t).~・〕

198
力性

領

収

済

印

う年度 所属生涯学習課
会計   款   項   目   節
細節

細々節

会計名

納入場所

｀ 年度

会計   款
細節

細々節

会計名

所属

項

生涯学習課

ひばり生涯学習センター 上記の通り納入しました。

納入通知書・領収証書 ③

節目

納入場所ひばり生涯学習センター 上記の通 り納入しました。

上記の通り納入して下さい。

T

住 所

■

ヽ
―

入
「
こ 斗 つもワ 様

金 額 V∫ θt,円
納期限 年   月   日
摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料  /件
Lイ lo

領

収

済

印

1年 1月 _1,日     南相馬市長陶
(納 入 者 用 )



会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 資料作成費 (事務用消耗品)

支出月日 令和6年 3月 25日

支 出 額 43,593F弓

キ林用消耗品のIトロ〔J″7'4Mとおク

収
入
印
紙

金額

百 万

静
千

Ｄヽ
Ｄ

内

訳

現   金 /
小 切 手

手形 通
オロ     希え

振   込

消 費 税

①

001015532

令和6 年、3 月二≧5日

こ文革クラノ′

10%対象 3資忠円

北 日本 会 社

6

NO.

住所

様

領  収  証

〒975J〕 302福島県

TEL
FAX

.T目 106-3

1170
063

95
円

B

得_し._翻

'nお

イ↑L_1_1___



抑針イ厭訳揚欄誦れ品)の昭和 会派名 :改革クラブ

(1

北日本紙業株式会社
T6380001015532

975-0002 福島県南相馬市原町区東町 3丁 目106番 地の3

TEL:0244-22-311 7          FAX:0244-24-4063

※この書類はイン イスに該当しますので、適切に してください。

一丁

御 中改革クラブ

972902TEL
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:::|:|||
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`ま

1蒲H‰馴0∝ )

御 中改革クラブ

972902

一Ｔ

TEL

3)

北日本紙業株式会社
T6380001015532

975-0002 福島県南相馬市原町区東町 3丁 目106番地の3

TELi0244-22-3117           FAX:0244-24-4063
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会派名 :改革クラブ

領収書等添付用紙
円

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 資料購入費 (参考図書 )

令和6年 3月 22日支出月日

支 出 額 24,635H

領 収 証
Z文 言在クラダ

No

様

金 額

内 訳 」 …

但   ゆ イt て`しマ Fp 紙
|

現 金

小切手 ι年  3月  2■日 上記正に領収いたしました

手 形

文芸堂薔属姜■ 1

〒975-0032南相馬市‖t'Il`↑ I:|
獅〕L o244-24-.:ア
さ滋 0244-24-58
T5380002029061

消費税額等( %)

コクヨ ウケ 300

・テ
ヽ
之 64 タ タ

口



会派名 :改革クラブ

墳料購入亮轟

,

請  求  書 ご 年 3月 ⊇■日 No.

故、革7ラブ 福島県占/1a、島市原町区桜井町1

有隕会社文 芸 堂
代表取締役 高 格
様

のとおり御 求申し上 |
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(1) 南相馬市議会会派『改革クラブ』議会報告 2023年 4月 30日

の
か
！

令
和
５
年
度
第
１
固
定
例
会
３
月
議
会
は
、

２
月
２８
日
か
ら
３
月
２８
日
ま
で
の
２９
日
間
開
催

さ
れ
、
議
案
４。
件

（条
例
関
係
１５
件
、
予
算
関

係
２４
件

（う
ち
先
議
１２
件
）、
そ
の
他
１
件
）、

請
願
３
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数

で
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
一
般
会
計
予
算
額

は
歳
入
歳
出
総
額
４
３
６
億
６
９
８
６
万
円

で
、
前
年
比
０
．
４
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ…

…

翼

で
、
３
３
７
億
円
が
通
常
事
業

（う
ち
Ｒ
４
年

地
震
対
策
１７
億
円
、
電
気
量
物
価
高
騰
分
４
億

円
）
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
於
い
て
、
修
正
案

が
小
川
尚

一
委
員
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

発行 :改革クラブ

〒975-OIX17

南相馬市原町区南町1-132

修
正
の
内
容
と
説
明
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

令
和
５
年
度
南
相
馬
市

一
般
会
計
中
、
６
款

４
項
１
目
Ｆ
４
園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
用
地
取

得
事
業
２
６
７
７
万
円
に
つ
い
て
は
、
原
町
区

上
高
平
字
柳
町
内
の
約
２
０
０
０
０
面
を
取
得

す
る
も
の
で
、
土
地
取
得
総
額
の
３
２
０
０
万

円
の
一
部
前
払
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
設
は
（　
一
昨
年
前
に
原
町
中
央
青
果

市
場
よ
り
公
設
民
営
の
要
望
が
あ
っ
た
も
の

で
、
当
初
は
総
事
業
費
３３
億
円
程
度
と
し
て
い

た
も
の
が
、
今
般
４８
億
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
い

る
。
以
前
よ
り
公
設
民
営
の
事
業
者
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
経
営
感
覚
を
持
つ
持
続
可
能
な
事

業
所
が
運
営
し
、
た
と
え
赤
字
が
出
て
も
行
政

と
し
て
補
填
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
た

が
、
未
だ
に
確
定
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
中

で
、
事
業
を
進
め
て
い
い
の
か
不
安
が
あ
る
。

ま
た
、
１０
款
３
項
２
日
Ｇ
ｌ
中
学
生
海
外
研

修
事
業
２
６
７
１
万
円
に
つ
い
て
は
、
憲
法
に

お
い
て

「教
育
を
受
け
る
権
利
」
が
保
障
さ
れ

て
い
る
に
も
関
ら
ず
、
参
加
者
人
数
を
４。
名
に

制
限
し
て
い
る
こ
と
や
、
経
済
的
な
理
由
で
参

加
し
た
く
て
も
で
き
な
い
子
供
た
ち
へ
の
支
援

策
が
無
い
状
態
で
、
予
算
上
程
さ
れ
る
時
点
で

成
案
に
な
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
内
容
を
見
直
す
べ
く
検

討
を
求
め
、
２
事
業
の
予
算
額
を
削
除
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
３
６
億
１１
６
３
７
万
円
に

修
正
す
る
も
の
で
す
。

討
論
に
於
い
て
、渡
部
い
っ
ぶ
委
員
か
ら
は
、

中
学
生
海
外
研
修
事
業
に
つ
い
て
、
「広
い

視
野
を
持
っ
た
生
徒
の
育
成
、
学
習
意
欲
の
向

上
や
思
考
力

。
表
現
力
の
向
上
、
未
来
を
担
う

人
材
の
育
成
、
外
国
文
化
や
英
語
が
学
べ
る
研

修
を
実
施
」
は
、
本
市
に
在
住
す
る
子
ど
も
た

ち
に
求
め
ら
れ
る
素
養
と
考
え
る
。そ
の
時
に
、

３
６
０
人
分
の
４。
人
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
運
営
は
、
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
参
加
し
た
く
と
も
参
加

で
き
な
い
人
た
ち
を
置
き
去
り
に
し
た
事
業
運

営
は
、
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
の
実
施
な
の

か
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
事
業

と
す
べ
き
で
あ
り
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
修
正
案
に
賛
成
５
名
、
反
対

‐６
名
で
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
原
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
会
議
で
は
予
算
決
算
常

任
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
郡
議
員
か
ら
予

算
案
に
反
対
の
討
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
議
会
を
議
員
自
ら

改
革
し
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
、
分
か
り
易
く

透
明
性
の
あ
る
議
会
を
目
指
す
た
め
、
議
会
改

革
検
討
特
別
委
員
会
が
議
員
提
案
に
よ
り
設
置

さ
れ
、
委
員
長
に
小
川
尚

一
委
員
、
副
委
員
長

に
岡
崎
義
典
委
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

２
０
２
３
年
、
３
月
議
会
定
例
会
の
会
派
報
告
会
を
５
月
に
控
え
、
本
年
度

当
初
予
算
な
ど
を
含
め

「改
革
ク
ラ
ブ
の
議
会
報
告
」
を
、
紙
面
に
限
り
は
あ

り
ま
す
が
主
な
る
課
題
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

国
会
も
時
同
じ
く
し
て
閉
会
し
、
総
額
１
１
４
兆
円
に
も
お
よ
ぶ
予
算
が
可

決
成
立
し
ま
し
た
。
幾
ら
民
主
主
義
と
は
言
え
原
発
の
再
稼
働
を
促
進
し
、
軍

事
費
は
４３
兆
円
に
も
上
る
金
額
に
、
同
じ
政
治
に
身
を
置
く
者
と
し
て
驚
き
を

隠
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
す
。
ま
た
、
異
次
元
の
子
ど
も
政
策
と
し
て
、　
一

見
す
る
と
手
厚
い
支
援
と
映
り
ま
す
が
、
財
源
は
社
会
福
祉
費
か
ら
と
の
考
え

が
示
さ
れ
、
物
価
高
や
保
険
料
等
、
さ
ら
な
る
増
税
の
兆
候
が
見
え
ま
す
。
そ

の
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
は
逼
迫
度
が
増
幅
さ
れ
、
不
満
と
不
安

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
相
馬
市
政
も
国

の
縮
小
版
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
し
、
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
お

聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

〓
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で

修
正
案
が
否
決
「
・

令
和
５
年
度
第
１
回

南
馬
市
議
会
３
月
定
例
会

討

調́

【議
員
提
出
議
案
】

「改
革
ク
ラ
ブ
」
メ
ン
バ

改

革
ク

ラ
ブ

は

、

５
人

の
議
員

で
構
成

し

て

い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願

い

い
た

し
ま
す
¨

事事

,ベ

言十
責
4壬

者

卜
組
分

〇〇〇〇〇
幹幹

貞 京‐光 尚い
|  つ

正子雄 ■ぶ

代
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委
員
会
及
び
予
算

決
算
常
任
委
員
会

分

生
回

【質
問
】
交
付
さ
れ
た
利
用
券
が
、
定
額
タ
ク

シ
ー
で
も
使
え
る
の
か
、
さ
ら
に
、
使
え
る
状

態
に
な
っ
て
い
た
の
は
ど
の
時
点
か
ら
な
の

か
、
併
せ
て
、
交
付
す
る
時
点
で
周
知
を
し
て

い
た
の
か
、
加
え
て
、
小
高
区
の
ジ
ヤ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
ヘ
の
併
用
も
可
能
で
あ
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

事
業
は
、
平
成
２９
年
６
月
か
ら
事
業
を
開
始
し

た
が
、
開
始
時
点
か
ら

「み
な
タ
ク
と
、
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
併
用
し
て
き

て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
方
に

も
併
用
可
能
と
い
う
こ
と
を
、
窓
□
で
話
し
チ

ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
話
を
し
て
き
て
い
る
。

【質
問
】
今
回
、
原
町
区
大
原
地
区
で
起
き
た

強
盗
事
件
に
よ
り
、
不
安
に
思
う
市
民
が
行
う

防
犯
対
策
に
対
す
る
、
補
助
事
業
の
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

【答
弁
】
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
は
、
小

高
区
１６
か
所
、
原
町
区
１１
か
所
、
鹿
島
区
４
か

所
の
３‐
か
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
市
で
設
置
し
て

い
る
。
今
回
の
南
相
馬
市
原
町
区
大
原
地
区
で

の
事
件
に
加
え
、
東
京
都
狛
江
市
、
福
島
県
い

わ
き
市
で
も
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
自
治
体
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
取
組
状

況
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【質
問
】
今
回
占
用
料
が
約
１
割
が
上
が
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
地
価
上
昇
と
の
関
連
に

つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
占
用
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
道
路
価

格
に
使
用
料
率
、
占
用
面
積
、
修
正
率
を
掛
け

合
わ
せ
る
こ
と
で
算
出
し
て
い
る
。
道
路
価
格

に
つ
い
て
は
、
大
き
く
平
均
地
目
と
商
業
地
目

と
い
う
も
の
に
分
か
れ
る
が
、
平
均
地
目
は
価

格
が
上
昇
し
て
お
り
、
商
業
地
日
は
価
格
が
下

落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
価
格
を
反
映
し

今
回
の
占
用
料
を
改
正
し
た
。

【質
問
】
占
用
料
の
上
昇
で
占
用
料
と
し
て
ど

れ
ぐ
ら
い
の
収
入
増
と
な
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
申
請
件
数
は
毎
年
上
下
す
る
が
、
令

和
４
年
度
の
申
請
件
数
で
算
出
し
た
結
果
、
約

１
６
０
万
円
の
増
で
あ
る
。

審
査
の
結
果
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
し
た
。

【質
問
】
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
に
つ

い
て
、
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
市
民
で
要
支
援

状
態
に
あ
る
者
ま
た
は
基
本
チ
エ
ツ
ク
リ
ス
ト

に
該
当
し
た
者
、そ
の
他
準
ず
る
者
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
方
が
対
象
に
な
る
の
か

伺
う
。

【答
弁
】
対
象
者
は
、
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、

運
動
機
能
面
、
□
腔
面
、
認
知
面
、
閉
じ
こ
も

り
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

【質
問
】
令
和
５
年
度
に
行
う
駐
車
場
の
舗
装

工
事
に
つ
い
て
、
本
館
前
の
駐
車
場
の
通
路
の

部
分
が
大
変
劣
化
が
激
し
く
、
優
先
的
に
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
令
和
５
年
度
に
行
う
残
り
の

舗
装
改
修
は
簡
易
的
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
駐

車
場
全
体
と
し
て
区
画
線
ま
で
整
え
た
整
備
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
５
年
度
に
正
面
玄
関
前
の
舗
装

を
改
修
し
た
い
。
な
お
、
総
合
病
院
の
老
朽
化

対
策
に
も
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

【質
問
】
現
在
の
駐
車
場
は
老
朽
化
が
激
し
く
、

転
倒
な
ど
も
起
き
て
い
る
。
駐
車
場
を
優
先
し

て
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

【答
弁
】
総
合
病
院
本
館
は
３。
年
が
過
ぎ
て
お

り
、
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
。
駐
車
場
の
改

修
に
は
排
水
処
理
全
体
の
見
直
し
が
必
要
で
、

非
常
に
難
し
い
。

【質
問
】
外
国
人
介
護
人
材
受
入
推
進
事
業
に

つ
い
て
先
進
地
事
例
研
修
会
を
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
実
習
生
は
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
で
、

一
体
的
に
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
委
託
し
た
方
が
円

滑
に
進
む
と
思
う
が
伺
う
。

【答
弁
】
介
護
の
特
定
技
能
に
つ
い
て
、
令
和

５
年

２

月

２８

日

に

Ｓ

Ａ

Ｋ

∪

Ｒ

Ａ

と

共

催

し

、

民
間
の
事
業
者
と

一
緒
に
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
受
け
入
れ
側

の
安
心
度
や
協
力
体
制
の
周
知
も
で
き
、
商
工

労
政
課
と
も
協
議
し
委
託
に
つ
い
て
考
え
る
。

【質
問
】
中
学
生
海
外
研
修
事
業
に

つ
い
て
、

４。
人
の
生
徒
が
行
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

公
平
公
正
の
部
分
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

【答
弁
】
希
望
す
る
生
徒
全
員
連
れ
て
行
き
た

い
と
の
考
え
の
基
に
事
業
実
施
し
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
全
体
で
最
大
限
の
人
数
と
し
て
４。
人
と

し
た
。
公
平
公
正
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
意
見
が
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
何
と
か
子

ど
も
た
ち
に
学
ぶ
機
会
を
与
え
た
い
思
い
で
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【質
問
】
希
望
者
が
４。
人
以
上
の
時
に
は
、
ど

の
よ
う
に
す
る
考
え
か
伺
う
。

【答
弁
】
春
体
み
に
追
加
研
修
を
考
え
て
お
り
、

補
正
予
算
を
計
上
し
て
対
応
す
る
。

高
齢
者
交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て

や

一分
科
会

い
て

い
て

建
設
経
済
常
任
委
員
会

・

・　
　
　
　
　
　
・■
分
科
会

改
正
す
る
条
例
制
定

予
算

げ・鬱|‐ V 離ツ

L
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渡
部
　
い
っ
ぶ

ａ
④
５
４
５
６

【質
問
】
家
庭
環
境
の
格
差
が
学
力
や
学
歴
の

格
差
に
つ
な
が
れ
ば
、
次
世
代
で
も
広
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
教
育
は
全
て
の
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
「公
正
」
と
個
人
の
資
質
を
伸
ば
す
「卓

越
性
」
の
両
面
が
大
事
と
言
わ
れ
て
い
る
。
卓

越
性
の
重
視
の
風
潮
が
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、　
一
定
の
公
正
を
実
現
さ
せ
た
上
で
追
求
す

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け

る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
本
市
小

・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
公

教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
教
育
基
本
法
に
よ
る

教
育
の
機
会
均
等
並
び
に
義
務
教
育
の
目
的
を

達
す
る
べ
く
、
各
種
法
令
や
教
育
課
程
の
基
準

を
示
す
学
習
指
導
要
領
に
の
っ
と
っ
た
教
育
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
ま
ず
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
子
ど
も
に
基
礎

的
、
基
本
的
な
知
識
や
技
能
が
定
着
す
る
よ
う

に
、
子
ど
も
自
ら
が
課
題
を
追
求
し
、
課
題
解

決
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
授
業
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【質
問
】
ま
た
、
ペ
ア
レ
ン
ト
ク
ラ
シ
ー
は
子
ど

も
の
幸
せ
を
望
む
親
の
願
い
か
ら
生
じ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
の
幸
せ
の
た
め

に
は
能
力
や
学
歴
の
み
な
ら
ず
、
豊
か
な
社
会

性
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
様
々
な
立

場
の
子
ど
も
が
集
う
公
教
育
の
充
実
が
重
要
と

思
う
が
、
本
市
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
多
く
の
子
ど

も
が
集
う
中
で
様
々
な
考
え
や
立
場
に
触
れ
、

豊
か
な
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
必

要
な
力
で
あ
り
、
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
す
る

土
台
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
力
が

当
然
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

本
市
小

。
中
学
校
に
お
い
て
は
、
南
相
馬
市

ふ
る
さ
と
教
育
市
制
学
を
教
育
課
程
に
位
置
づ

け
、
各
教
科
や
道
徳
の
時
間
、
総
合
的
な
時
間

を
通
し
て
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
行
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
地
域
の
人
、
も
の
、
こ
と
に

つ
い
て
学
び
、
社
会
性
を
高
め
る
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
学
級
や
学
年
の
枠
を
超
え
て

縦
割
り
で
触
れ
合
う
時
間
や
地
域
連
携
協
働
事

業
を
活
用
し
、
地
域
学
習
の
場
を
確
保
す
る
な

ど
し
て
、
男
女
や
年
齢
、
年
代
に
か
か
わ
ら
ず

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
∃
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
社

会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取

組
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

南
相
馬
市
立
総
合
病
院
の
経
営
理

念
に
よ
る
職
員
の
意
識
改
革
を
！

小
川
　
尚

一

８
②
ｌ
２
７
８

【質
問
】
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
間
で
、
多
く
の

職
員
が
総
合
病
院
の
役
割
を
認
識
し
て
い
る
か

で
は

「役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
」
「ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
果
た
せ
て
い
な
い
」
の
回
答
が
合
わ
せ

て
３７
・
６
％
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

【答
弁
】
「役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
な
い
」
と
考

え
る
職
員
が
３
分
の
１
程
度
い
る
一
方
で
、
「果

た
し
て
い
る
」
が
３
分
の
２
程
い
る
。
従
っ
て

病
院
全
体
と
し
て
は
、
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
捉
え
て
い
る
職
員
が
大
多
数
を
占
め
て
る
と

認
識
し
て
い
る
。

【質
問
】
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
間
で
は
、
当
院

を
家
族
友
人
に
勧
め
た
い
か
に
対
し
て
、
「ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
勧
め
た
く
な
い
」
「全
く
勧
め
た

く
な
い
」
の
回
答
が
合
わ
せ
て
５８
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

【答
弁
】
職
員
の
評
価
が
非
常
に
低
く
、
厳
し

い
状
況
と
捉
え
て
い
る
。
職
員
が
当
院
を
家
族

や
友
人
に
勧
め
た
く
な
い
理
由
で

「信
頼
で
き

る
医
師
が
い
な
い
。
自
分
の
周
り
の
評
判
が
悪

い
。
医
師
や
看
護
師
等
の
対
応
が
悪
い
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
職
員
自
身
も
総
合
病
院

が
、
信
頼
や
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
と
感

じ
て
お
り
、〈フ
後
改
善
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

【質
問
】
理
念
の
周
知
徹
底
に
よ
っ
て
医
師
、
看

護
師
、
職
員
と
市
民
が
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
病
院
環
境
を
つ
く
り
上
げ
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
理
念
を
理
解
し
、

現
場
に
落
と
し
込
む
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
理
念
の
浸
透
と
病
院
理
念
の
実
現
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、
病
院
職
員
の
意
識
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
４
月
の
施
行
に

向
け
、
全
職
員
向
け
の
説
明
会
を
開
催
す
る
。

３

番

成
す
る
病
院
理
念
策
定
部
会
で
検
討
し
て
い
く
。

【質
問
】
今
策
定
中
の

「泉

・北
泉
周
辺
等
整
備

・

利
活
用
計
画
」
に
県
と
連
携
し
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

【答
弁
】
市
と
し
て
は
、
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
は
、

市
民
の
健
康
維
持
増
進
、
さ
ら
に
市
外
か
ら
の

観
光

・
交
流
人
□
の
拡
大
な
ど
に
繋
が
る
と
考

え
て
い
る
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
も
視
野
に

入
れ
、
令
和
５
年
３
月
中
に
整
備

・
利
活
用
計

画
の
素
案
を
取
り
ま
と
め
る
。

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０
１

５

５

６

８

１

９

７

５

５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
か
ら
丸
３
年
以

上
が
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
の
南
相
馬
市
で
は
、
本
年
の
計
画
と
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
５
月
～
８
月
は
①
６５
歳
以
上
の
方
、
②

基
礎
疾
患
の
あ
る
方

（１２
～
６４
歳
）、
③
医
療
従

事
者
上
局
齢
者
施
設
等
従
事
者
約
２
２
５
０
０

人
で
、
次
に
令
和
５
年
９
月
以
降
は
、
１２
歳
以

上
の
す
べ
て
の
方
約
４
２
０
０
０
人
が
予
定
で
、

一日
も
早
い
収
束
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
７
つ
の
政
策
の
柱
に
基
づ
く
重

点
事
項
に
つ
い
て
は
、

一、
教
育
・
学
び

（目
指
す
姿
）

教
育
水
準
向
上
と
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
南

相
馬
の
自
然
、
歴
史
、
伝
統
を
生
か
し
た
教
育

に
よ
り
、
子
ど
も
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
高

め
る
。

二
、
子
ど
も
。
子
育
て

（目
指
す
姿
）

出
会
い
か
ら
結
婚
支
援
や
子
育
て
支
援
、
若

い
世
代
の
移
住
定
住
な
ど
、
全
市
を
挙
げ
て
少

子
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
、
健
康
。
医
療
・
福
祉

（目
指
す
姿
）

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
医
療

・
福
祉

親
の
財
力
に
よ
る
教
育
格
差
に
一

つ
い
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

層

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
ヘ
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体
制
の
整
備
や
連
携
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
誰

も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

す
。
四
、
産
業

。
し
こ
と
づ
く
り

。
移
住
定
住

（日

指
す
姿
）

本
市
は
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る

ま
ち
で
あ
り
、
地
元
企
業
の
発
展
を
支
え
る
と

と
も
に
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
∃
ン
コ
ー
ス
ト
構
想

の
６
分
野
な
ど
を
通
じ
て
、
世
代
や
国
籍
を
越

え
て
就
業
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

五
、
都
市
基
盤

・
環
境

。
防
災

（目
指
す
姿
）

地
域
と
共
生
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
交
通
安
全

・
防

犯
の
推
進
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
す
。

六
、
地
域
活
動

・
行
財
政

（目
指
す
姿
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

・
再
構
築
に

加
え
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
成
長

・
活
躍
出
来

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
健
全
な
財
政

運
営
を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
す
。

七
、
原
子
力
災
害
復
興

（目
指
す
姿
）

国
の

「第
２
期
復
興

・
創
生
期
間
」
令
和
１２

年
度
に
合
わ
せ
本
市
の
更
な
る
復
興

・
再
生
に

向
け
て
、
国
・
県
等
と
も
充
分
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
事
業
者
等
が
安
心
し
て
事
業
継
続
で

き
る
よ
う
復
興
再
生
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

田
中
　
一示
子

８
０
８
０
１

１

８

３

４

１

２

６

０

３

南
相
馬
市
の
今
後
の
政
策
へ
の
取
り
組
み
方

は
、
し
な
や
か
に
丁
寧
に
取
り
組
む
段
階
に
来

て
い
る
と
の
考
え
か
ら
、
今
議
会
は
次
の
質
問

を
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

【質
問
】
地
域
の
絆
づ
く
り
事
業
補
助
金
を
活
用

し
て
い
る
行
政
区
の
成
果
の
提
え
方
と
、
活
用

し
な
い
行
政
区
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
こ
の
事
業
は
地
域
住
民
の
交
流
を
通

し
て
住
民
自
ら
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ア
ィ
の
再
生

維
持
及
び
活
性
化
を
図
る
事
業
で
あ
る
。
令

和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
に
事
業
の
中
止
や
縮
減
が

さ
れ
、
行
政
区
か
ら
の
申
請
件
数
は
４９
件
延
ベ

２
０
１
２
人
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
約
１
０
０

の
行
政
区
か
ら
８
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
、
以
上
の
実
績
か
ら
本
事
業
は
寄
与
し
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
当
該
事
業
を

活
用
さ
れ
て
い
な
い
行
政
区
に
は
総
会
等
で
周

知
を
図
っ
て
い
く
。
１
８
０
行
政
区
の
う
ち
活

用
実
績
の
な
い
行
政
区
は
４３
ほ
ど
で
あ
る
。
小

高
３
、
鹿
島
７
、
原
町
３３
行
政
区
で
、
原
町
区

の
市
街
地
の
中
心
部
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
点

が
特
徴
的
で
あ
る
。
今
後
、
丁
寧
に
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

【質
問
】
今
、
女
性
の
人
材
育
成
は
重
要
で
あ

り
そ
の
た
め
に
は
女
性
団
体
の
活
動
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
内
の
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
平
成
２９
年
度
以
降
の
運
営
体
制
に
つ

い
て
協
議
し
た
が
、
協
議
会
の
必
要
性
や
高
齢

化
に
よ
る
問
題
点
が
出
さ
れ
体
止
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
お
り
現
在
も
再
開
し
て
い
な
い
。
令

和
２
年
度
に
実
施
し
た
調
査
で
は
２８
の
加
盟
団

体
の
う
ち
活
動
中
２。
団
体
、
体
止
中
６
団
体
、

解
散
２
団
体
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
衰
退

し
て
よ
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【質
問
】
経
済
的
な
理
由
で
生
理
用
品
が
買
え

な
い
と
い
う
生
理
貧
困
問
題
が
生
じ
て
お
り
ま

す
。
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
返
却
不
要
の

ナ
プ
キ
ン
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
学
校

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

鈴
木
　
貞
正

ａ
④
３
５
９
２

私
は
、
国
内
の
主
食
用
米
の
需
要
が

一
貫
し

て
減
り
続
け
る
中
で
、
味
や
産
地
に
こ
だ
わ
る

ブ
ラ
ン
ド
米
を
育
て
る
動
き
が
、
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
高
価
格

販
売
を
目
指
す
米
生
産
県
の
新
銘
柄
米
が
相
次

ぎ
登
場
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

や
は
り
看
板
商
品
と
し
て
成
功
さ
せ
、
県
産

米
全
体
の
評
価
向
上
を
図
る
の
が
主
な
目
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
米
開

発
競
争
の
背
景
に
は
、栽
培
し
や
す
い
う
え
に
、

安
定
的
な
収
入
確
保
や
販
路
拡
大
と
い
う
利
点

を
も
た
ら
す
ブ
ラ
ン
ド
米
で
活
路
を
拓
き
産
地

生
産
者
の
強
い
思
い
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
メ
離
れ
が
進
む
消
費
者
の
二
―
ズ

に
応
え
た
米
作
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
多
収

性
な
ど
生
産
者
視
点
だ
け
で
な
く
、
食
味
や
安

全
性
、
調
理
の
し
や
す
さ
な
ど
、
消
費
者
視
点

を
重
視
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
構
築
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

特
に
、
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
環
境
配
慮

な
ど
も
大
変
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
新
た
な
付
加
価
値
づ
く
り
や
異
業

種
と
連
携
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
強
化
な
ど
、
さ

ら
に
は
販
売
そ
し
て
流
通
網
の
整
備
も

一
層
の

重
要
性
を
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
は
、
米
の

需
要
動
向
や
消
費
者
二
―
ズ
の
変
化
を
反
映
し

て
ブ
ラ
ン
ド
米
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ

は
、
「地
域
ぐ
る
み
」
で
あ
る
。
ま
た
、
福
島

県
の

「福
笑
い
」
は
、
食
味
な
ど
の
出
荷
基
準

に
加
え
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
農
業
生
産
工
程
の
取
得
が

生
産
者
要
件
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

今
後
は
、
食
の
安
全
や
環
境
保
全
、
労
働
安

全
な
ど
に
配
慮
し
た
生
産
体
制
を
関
係
機
関
と

連
携
し
、
分
析
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
の
販
売
戦
略
を

打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

ま
た
、
福
大
学
生
と
の
農
業
連
携
な
ど
も
強

化
す
べ
き
と
考
え
る
。

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終
了

後
の
会
派
報
告
会
を
左
記
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
報
告
と
南
相
馬
市
の
現
状
、

更
に
市
民
の
皆
様
の
意
見

・
要
望
を
お

間
き
す
る
意
見
交
換
の
場
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

【日
時
】
５
月
１４
日
（日
）
午
後
２
時
よ
り

【会
場
】
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
判
断

で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
１

和
｝

ξ ．羅る‐‐‐業の
―‐‐基
‐幹催
‐‐業に
ついて考
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切
に
＝

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
議
会
に
お
け
る
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
議
員
提
出
議
案
第
２
号
　
平
和
、

い
の
ち
、
暮
ら
し
を
壊
す
大
幅
な
軍
備
拡
大
に
係
る

「
安
保
３
文
書
」
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
が
、
賛
成
多
数

（
１３
対
８
）
で
可
決
成
立
し
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
岸
田
政
権
が
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た
、
５
年
間

で
４３
兆
円
の
大
幅
な
軍
備
拡
大
を
明
記
し
た

「
安
保
３
文
書
」
を
具
体
化
す
る
中

身
で
あ
り
、
国
会
で
の
議
論
も
未
成
熟
の
ま
ま
、
国
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
閣

議
決
定
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

国
民
に
理
解
と
納
得
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

一
連
の
流
れ

が
本
市
の
議
会
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
今
回
の
意

見
書
の
提
出
に
は
、
議
員
各
位
の
良
心
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
「改
革

ク
ラ
ブ
」
は
こ
れ
か
ら
も
市
民
と
共
に
歩
む
よ
う
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
し
、
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
お

聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

請
願
第
２
号

「平
和
、
命
、
暮
ら
し
を
壊
す
大

軍
拡
予
算
案
に
反
対
し
、
大
軍
拡
な
ど
を
決
定

し
た

「安
保
３
文
書
』
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て
は
、

継
続
審
査
と
な
り
、
閉
会
中
審
査
に
お
い
て
文

言
の
整
理
も
踏
ま
え
、
付
託
さ
れ
た
総
務
生
活

常
任
委
員
会
で
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
旨
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
会
議
に
お
い

て
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
議
員
提
出
議
案

の
意
見
書
に
つ
い
て
も
賛
成
１３
名
、
反
対
８
名

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
は
、
改
革
ク
ラ
ブ
の
田
中
京
子
、
渡
部

一
夫
、
鈴
木
貞
正
、
小
川
尚

一
、
竹
野
光
雄
、

他
に
岡
崎
義
典
、
鈴
木
昌

一
、
表
信
司
、
櫻
丼

勝
延
、
郡
俊
彦
、
今
村
裕
、
細
田
廣
、
渡
部
寛

一
の
１３
名
。
反
対
は
、
大
場
裕
朗
、
菊
池
洋

一
、

中
川
庄

一
、
田
中

一
正
、
大
岩
常
男
、
山
田
雅

彦
、太
田
淳

一
、志
賀
稔
宗
の
８
名
。
（敬
称
略
）

令
和
５
年
度
第
２
回
定
例
会
６
月
議
会
は
、

６
月
１４
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
の
２。
日
間
開
催

さ
れ
、
議
案
１５
件

（条
例
関
係
７
件
、
予
算
関

係
４
件
、
そ
の
他
４
件
）、
報
告
９
件
、
請
願
２

件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
全
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一般
会
計
予
算
額
は
補
正

予
算
額
５
億
４
７
５
４
万
円
で
、
歳
入
歳
出
総

額
４
４
４
億
４
，
１
７
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【議
員
提
出
議
案
】

令
和
５
年
３
月
定
例
会
議
会
で
提
出
さ
れ
た

発行 :改革クラブ
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（
※
討
論

の
内

容
な
ど

は

「
議
会

だ

よ

り

」

８

月
１
日
発
行
を

〇
事
業
者
支
援

市
民
生
活
応
援
事
業
補
助
金

‥
物
価
高
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民

生
活
の
負
担
軽
減
と
事
業
者
の
支
援
を
お
こ

な
う
も
の
、
市
民
一
人
当
た
り
２
，
５
０
０

円
の
商
品
券
発
行
と
、
市
内
事
業
所
を
利
用

し
て
応
募
す
る
こ
と
で
更
に
商
品
券
が
当
た

る
と
い
う
も
の
。
　
２
億
４
，
７
２
８
万
円

〇
姉
妹
都
市
相
互
派
遣
交
流
事
業
…
当
初
予
算

で
議
決
し
た
市
長
等
の
ペ
ン
ド
ル
ト
ン
市
表

敬
訪
間
に
民
間
団
体
が
経
済

・
文
化
交
流
の

為
、
実
施
す
る
も
の
　
　
　
　
７
９
１
万
円

〇
サ
ー
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
‥
サ
ー
フ
ィ
ン
大

会
な
ど
ビ
ー
チ
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
設
営
と
情

報
発
信
を
委
託
す
る
　
　
２
，
８
８
２
万
円

【質
問
】
各
種
計
画
書
を
見
る
と
大
体
ワ
ン
パ

タ
ー
ン
で
決
ま

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
従
来
型

計
画
策
定

の
過
程

で
住
民

参
加
に
よ
り
、

て
住
民
の
皆
さ
ん

人
権
を
守
る
こ
と
の

い
う
面
か
ら
も
、
住
民

い
う
在
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

【答
弁
】

で
は
、

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

し
て
市
民
３
，
０
０
０
人

を
対
象
に
ア
ン

卜
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

委
員
会
で
は
、
人
権
問
題

へ
取
り
組
む

ベ

て
ま
と
め

て
頂

こ
ち
ら
を
柱
に
基

本
方
針

し
た
い
と
考
え
て
い

の
意
見
に
つ
い
て

当
た
り
２
名

て
お
り
、
そ

こ
で
広
く
意

見

と
考
え

て
い
る
。

い
て

を
い
た
だ

る

ま
た

公 は
募
｀

人

ル

ロ

【質
問
】
１
万
６
，
０
０
０
台
の
戸
別
受
信
機

を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
各
世
帯
の
要

望
に
十
分
応
じ
ら
れ
る
台
数
と
し
て
捉
え
て
い

る
の
か
、
ま
た
難
視
聴
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
今
回
調
達
す
る
数
量
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
電
波
の
供
用
開
始
時
期
、
ま
た
古
い
電

波
と
の
併
用
期
間
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
現

在
、
防
災
行
政
無
線
を
配
付
し
て
い
る
戸
数
見

合
い
と
な
る
。
残
り
９
，
０
０
０
台
を
追
加
で

調
達
し
、
全
て
の
世
帯
に
１
台
は
戸
別
受
信
機

が
あ
る
と
い
う
形
で
配
付
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、難
視
聴
区
域
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

電
波
を
発
信
す
る
場
所
を
中
継
局
、
再
送
信
子

局
を
設
け
て
電
波
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
難

視
聴
へ
の
改
善
を
行
う
他
、
今
回
導
入
す
る
防

災
ラ
ジ
オ
の
機
器
は
、
電
波
の
強
弱
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
各
家
庭
の
中

で
も
配
置
場
所
を
改
善
で
き
る
よ
う
な
機
能
と

な
っ
て
い
る
。

【討
，
論
】

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

南
相
馬
市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
は
、
見

込
収
納
率
を
減
免
分
と
課
税
分
の
各
々
の
収
納

率
を
用
い
又
あ
ん
分
率
据
置
で
算
出
し
て
い
る
。

本
来
の
あ
ん
分
率
算
出
は
、
県
納
付
金
の
国

民
健
康
保
険
税
額
を
、
直
近
の
平
均
収
入
歩
合

が
見
込
収
納
率
と
な
り
、調
定
額
が
求
め
ら
れ
、

こ
の
調
定
総
額
を
標
準
割
合
で
配
分
し
、
所
得

割
総
額
、
均
等
割
総
額
、
平
等
割
総
額
を
算
出

す
る
。
そ
し
て
、
全
被
保
険
者
の
基
準
総
所
得

額
と
総
人
数
及
び
総
世
帯
数
を
確
定
し
、
あ
ん

分
率
を
算
定
す
る
。
こ
の
一
連
の
計
算
さ
れ
て

な
い
賦
課
課
税
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

条
例
案
に
は
反
対
す
る
。

円
掛
け
る
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
数
が
約
５
万
７
千
人
で
約
＝
億
円
に
な
り
、

残
り
は
抽
選
と
し
て
い
る
。
抽
選
の
当
選
金
額

に
つ
い
て
は
、
１
等
５
万
円
、
２
等
３
万
円
、

３
等
１
万
円
、
４
等
５
千
円
の
４
段
階
、
合
わ

せ
て
「
万
本
と
考
え
て
い
る
。

姉
妹
都
市
相
互
派
遣
交
流
事
業
に
つ
い
て

【質
問
】
ベ
ン
ド
ル
ト
ン
市
側
か
ら
民
間
交
流

の
再
開
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
ベ
ン
ド
ル
ト
ン
市
と
姉
妹
都
市
の
合
意

書
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
身
は
、
そ
の
文

化
と
伝
統
を
尊
重
し
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

産
業
な
ど
の
交
流
を
通
じ
て
、
市
民
相
互
の
友

情
と
信
頼
を
深
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

締
結
し
て
い
る
事
か
ら
、
経
済
交
流
を
図
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
も
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

「改
革
ク
ラ
ブ
」

意
見
交
換
会
の
こ
案
内

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終
了
後
の

会
派
報
告
会
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

議
会
の
報
告
と
南
相
馬
市
の
現
状
、
更

に
市
民
の
皆
様
の
意
見

・
要
望
を
お
聞
き
ず

る
意
見
交
換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

記

○
日
　
時
　
８
月
１２
日
田

午
後
３
時
３０
分
か
ら

※
日
時
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
ま
す
の

で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

○
会
　
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
判
断
で
の

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
者
支
援

・
市
民
生
活
応
援
事
業
補

助
金
に
つ
い
て

【質
問
】
総
額
２
億
円
に
つ
い
て
、
５
万
７
千

齢
鋼
鵠
翻
輌
催
雌

円
は
抽
選
分
の
商
品
券
と
い
う
こ
と
だ
が
、
委

菱
辟
胆
萌
呻理
解

一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
を
可
決

【主
な
補
正
予
算
事
業
】

人
権
施
策
推
進
事
業
に
つ
い
て
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馳
＝
弓
イ
〓輝
一

渡
部
　
い
っ
ぶ

壼
④
５
４
５
６

【質
問
】
２
０
２
３
年
２
月
１５
日
、
厚
生
労
働

省
は
、
全
国
の
都
道
府
県
に

「新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
後
の
副
反
応
を
疑
う
症
状
に
関

す
る
研
究
へ
の
協
力
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知

を
出
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
の
実

態
調
査
を
行
い
、
今
後
、
国
は
そ
の
治
療
法
を

含
め
て
必
要
な
研
究
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、３
月
２８
日
、Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世

界
保
健
機
構
）
は
、
追
加
接
種
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
全
世
代
で
の
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
を
推

奨
し
て
き
た
が
、
今
回
、
健
康
な
成
人
と
全
て

の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
３
回
日
以
降
の
接
種
を

「推
奨
し
な
い
」
、
「公
衆
衛
生
政
策
の
優
先
度

や
費
用
対
効
果
な
ど
に
基
づ
く
各
国
の
判
断
に

委
ね
る
」
と
変
化
し
て
い
る
。
「ワ
ク
チ
ン
が

本
当
に
効
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
重

症
化
率
が
下
が
っ
た
の
か
、
死
亡
率
が
下
が
っ

た
の
か
」
、
こ
れ
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
し
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
是
非
に
つ
い
て
、

両
論
を
併
記
し
て
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
】
国
が
行
っ
て
い
る
実
態
調
査
は
公
表
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
見
解
は
、
予
防
接
種
に
関
す
る
戦
略
的
諮

問
委
員
会
に
よ
り
、
新
し
い
指
針
が
公
表
さ
れ

て
い
る
。

市
に
お
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
や
副
反
応
等
の
情
報
を
市
民
の
皆
様
に

提
供
し
、
接
種
を
希
望
す
る
方
が
速
や
か
に
接

種
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
今
後
も
国
の

方
針
に
基
づ
い
て
、
接
種
を
希
望
す
る
方
が
速

や
か
に
接
種
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。
同
時

に
、
南
相
馬
市
で
は
、
多
く
の
方
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
さ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後
の

後
遺
症
に
つ
い
て
は
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
か
と
思
う
。
今
ま
で
以
上
に
市
民
へ
の
周
知
を

す
る
な
ど
、気
を
つ
け
て
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

・み
に
つ

小
川
　
尚

一

ａ
②
ｌ
２
７
８

【質
問
】
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
、
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
先
の
議
会
で
は
、
事
業
所
等
の
間
き

取
り
を
進
め
、
課
題
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
答
弁
し
た
。
今
年
度
は
、
商
店
会
会
長

を
中
心
に
聞
き
取
り
を
実
施
し
、
商
工
会
議
所

な
ど
の
経
済
団
体
を
は
じ
め
、
地
域
の
商
業
者

等
の
声
を
聞
き
、
現
状
把
握
と
課
題
の
整
理
に

努
め
乍
ら
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
取
り
組
む
。

【質
問
】
中
心
市
街
地
活
性
化
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
震
災
な
ど
で
頓
挫
し
て
い
る
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
に
取
り
組
む
の
か
。

【答
弁
】
現
在
の
計
画
は
、
平
成
１８
年
か
ら
策
定

を
進
め
て
き
た
が
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
に
よ
る
商
圏
の
喪
失
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制
限
で
、
生
活
様
式

の
変
化
な
ど
中
心
市
街
地
が
置
か
れ
る
状
況
は

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
今
後
は
、
若
い
世
代
も

入
れ
協
議
す
る
場
を
作
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

【質
問
】
市
街
地
の
街
路
灯
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
理
解
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
設

置
管
理
者
で
あ
る
各
商
店
会
は
、
景
気
状
況
や

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
、

そ
の
維
持
管
理
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
撤
去

の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
の
明
か
り
を
消
す
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
各
商
店
会
の
要
望
を
踏
ま
え
、

市
へ
の
移
管
を
受
け
入
れ
る
考
え
が
あ
る
か
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
街
中
が
真
っ
暗
に
な
る
こ
と
は
、
非

常
に
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
も
寂
し
い
状
況
と
な

る
。
今
後
、
支
援
策
や
維
持
管
理
の
問
題
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
、
街
路
灯
が
な
く
な
っ
て
暗

く
な
っ
た
、
寂
し
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
き
ち
ん
と
進
め
て
い
く
。

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

ア
フ
タ
ー
コ
日
ナ
と
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
世
界
的
に
流
行
し
た
後
の
社
会
の

あ
り
方
を
問
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ

り
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
像
は
感
染

症
の
存
在
を
前
提
と
し
た
生
活
を
今
後
も
継
続

し
て
い
く
と
い
う
事
で
あ
り
、
今
の
状
況
に
落

胆
せ
ず
、
出
来
る
事
を
地
道
に
行
い
、
上
手
に

コ
ロ
ナ
と
共
存
し
て
今
を
乗
り
越
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。　
　
　
・

眩
鰊

輻

浙

鰈

今
後
８
年
間
で
市
民
が
震
災
と
原
発
事
故
か

ら
の
復
興
。
再
生
を
実
感
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
日
標
達
成
に
向
け
て
市
民
、
事

業
者
・ま
ち
づ
く
り
団
体
、行
政
が

一
体
と
な
っ

て
、協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

次
の
と
お
り
３
つ
の

「今
後
８
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
姿
勢
」
を
掲
げ
ま
す
。

『つ
な
ぐ
』

本
市
誕
生
か
ら
‐８
年
、
震
災
と
原
発
事
故
か

ら
‐２
年
目
と
い
う
本
市
の
歩
み
を
大
切
に
し
、

今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
の
成
果
を
形
と

し
、
次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と

「つ
な
ぐ
」
こ

と
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
『よ
り
そ
う
』

本
市
の
復
旧
・復
興
の
軌
跡
の
中
で
生
じ
た
、

個
人
の
様
々
な
人
生
観
　
価
値
観

・
慣
習
な
ど

を
理
解
、尊
重
し
つ
つ
、互
い
に
思
い
や
り
、
「よ

り
そ
う
」
こ
と
で
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

「い
ど
む
』

前
例
に
捉
わ

ヽ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
を
持
つ
と

と
も
に
、
様
々
蹴
困
難
を
飛
躍
の
機
会
を
捉
え

る
な
ど
何
事
に
も
果
敢
に

「い
ど
む
」
こ
と
で

未
来
に
向
か
い
進
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

摘
　
・
プ

●
〓

田
中
　
一宗
子

壼
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

南
相
馬
市
が
平
成
２８
年
７
月
１２
日
の
避
難
指

示
区
域
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
７
年
に
な
り
ま

す
。
第
２
期
復
興

・
創
生
期
間

（令
和
３
年
度

か
ら
７
年
度
ま
で
）
の
中
に
お
か
れ
て
お
り
ま

す
。
生
活
環
境
は
、徐
々
に
整
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
、
心
の
ケ
ア
等
を
強
化
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す
。

さ
て
、
市
内
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
泉
海
水
浴
場
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
来
場
者

数
を
上
回
っ
て
お
り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り

ま
す
。
「セ
デ
ッ
テ
か
し
ま
」
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
お
い
て
も
、，ｃ
れ
ま
で
以
上
の
来
場
者
で
、

市
内
関
係
者
の
方
々
も
大
変
忙
し
く
、
活
気
が

一戻
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「浦
尻
貝
塚
史
跡
公
園
」
「員
塚
観
察

館
」
も
公
開
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
し
、

南
相
馬
市
民
プ
ー
ル

（屋
内
温
水
型
）
も
、
供

用
開
始
が
令
和
６
年
４
月
１
日
予
定
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「廃
プ
ラ
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り

一
年

に
な
り
ま
す
。再
生
利
用
可
能
率
は
４。
％
で
す
。

行
政
区
で
は
８。
％
位
ま
で
の
区
も
あ
り
、
市
の

指
導
を
頂
い
て
い
る
と
の
事
で
す
。
原
町
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
視
察
も
良
い
か
と
考
え
ま

す
。今

、
社
会
環
境
の
変
化
が
激
し
く
、
対
応
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
周
囲

で
は

「海
外
留
学
は
あ
た
り
ま
え
」
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
良
き
学

び
相
手
と
な
り
、　
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

‐７
年
後
に
は
、労
働
力
が
不
足
し
て
き
ま
す
。

今
こ
そ
、
適
切
な
時
代
認
識
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

鈴
木
　
貞
正

ａ
④
３
５
９
２

私
は
、
農
業
ア
グ
リ
と
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

生
活
機
能
に
結
び
付
け
た
、
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
国
内
で
も
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
田
園

回
帰
志
向
が
拡
が
る
中
で
、
農
山
漁
村
地
域
の

資
源
を
活
用
し
た
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
食
事

や
体
験
な
ど
を
楽
し
む
、
こ
だ
わ
り
消
費
が
住

民
の
間
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
自
治
体
や
Ｊ
Ａ
、
そ
し
て
旅
行
会

社
な
ど
民
間
企
業
な
ど
が
協
力
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。　
一
方
で
は
、
地
域
間
連
携
の

強
化
や
設
備
投
資
と
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の

費
用
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
沢
山
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
都
市
部
に
住
む
人

や
旅
行
者
が
、地
方
の
農
村
や
農
場
へ
旅
行
し
、

一
定
期
間
、
滞
在
な
い
し
は
宿
泊
し
、
都
会
で

は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
田
植
え
や
味
覚
狩

り
な
ど
の
農
作
業
や
、
農
村
生
活
と
観
光
を
組

合
わ
せ
た
活
動
な
ど
を
い
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
山
漁
村
で
自
然

・
文
化

・
人
々

と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
あ

る
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
全
国
の
各
地
域
で
は
、
地
元
の
特
徴
を

活
か
し
た
農
泊
の
取
組
み
に
力
を
入
れ
る
動
き

が
、
活
発
化
し
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
枠
を
超
え
た
広
域
連
携
も
活
発
化
し

て
い
る
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
旗
振
り
役
で
あ
る
関
係
自
治
体
、

あ
る
い
は
農
業
団
体
、
農
泊
に
取
り
組
む
方
々

が
長
期
的
な
視
点
の
も
と
に
、
直
面
す
る
問
題

点
を
克
服
し
な
が
ら
、
持
続
的
安
定
的
な
取
組

み
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

層
■
一
一
瑯
■

一
〓
〓
■
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ち

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

猛
暑
が
続
い
た
か
と
思

っ
た
ら
、
遅
い
秋
に
す
ぐ
そ
こ
に
冬
を
感
じ
さ
せ
る
気

候
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
後
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
が
は
や
り

つ
つ
あ

り
ま
す
。
気
候
の
変
化
に
は
健
康
に
気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。

９
月
定
例
議
会
で
は
、　
一
般
会
計
補
正
予
算
と
併
せ
令
和
４
年
度

（２
０
２
２

年
度
）
の
決
算
を
各
常
任
委
員
会
が
分
科
会
と
な
り
、
予
算
を
審
議
し
た
議
案
に

つ
い
て
、
決
算
認
定
を
判
断
す
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
議
会
に
向
け
て
は
、
８
月
２４
日
午
後
１
時
３
分
に
東
京
電
力
の
福
島
原
子
力

発
電
所
内
の
溜
ま
り
に
溜
ま

っ
た
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で

処
理
さ
れ
、
海
洋
に
放
出

（投
棄
と
も
い
う
）
さ
れ
た
問
題
と
ど
う
向
き
合
う
か

が
問
わ
れ
た
議
会
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
廃
炉
に
向
け
た
大
義
名
分
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
廃
炉

へ
の

道
筋
は
何

一
つ
決
ま

っ
た
訳
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
と
密
接
に
関

係
す
る
問
題
で
あ
り
、
息
の
長
い
取
り
組
み
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
等
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。い
た
実
質
収
支
は
、
２。
億
３
，
２
５
３
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
討
論
で

は
、
コ
ｍ査
意
見
書
に
は
、
財
政
運
営
は
厳
し
く
、

市
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

層
の
経
費
の
抑
制
と
事
業
の
効
率
化
並
び
に
財

政
基
盤
の
強
化
を
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

実
行
す
る
こ
と
を
求
め
て
認
定
と
す
る
。」
と
の

意
見
が
あ
り
、
１２
件
全
て
に
お
い
て
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

【主
な
補
正
予
算
事
業
】

○
災
害
援
助
資
金
貸
付
金
…
令
和
５
年
台
風
１３

号
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
の
早
期
生
活
再
建

を
貸
し
付
け
る
。　
　
　
　
　
１
７
０
万
円

〇
災
害
見
舞
金
…
台
風
１３
号
被
災
者
に
自
立
の

儒
町
と
援
護
の
為
見
舞
金
、
弔
慰
金
を
支
給

す
る
も
の
。　
　
　
　
　
　
　
２
１
６
万
円

令
和
５
年
度
第
４
固
定
例
会
９
月
議
会
は
、

５
日
よ
り
２９
日
ま
で
の
２４
日
間
開
催
さ
れ
、
議

案
３。
件

（条
例
関
係
７
件
、
予
算
関
係
７
件
、

決
算
関
係
１２
件
、
そ
の
他
４
件
）、
報
告
３
件
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
ね
も
賛
成
多
数
で
全
て
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一般
会
計
予
算
額
は
補
正

予
算
額
２４
億
６
，
４
２
２
万
円
で
、
歳
入
歳
出

総
額
４
６
９
億
５
９
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
南
相
馬
市
一般
会
計
決
算
審
査

に
つ
い
て
は
、
歳
入
５
６
４
億
５
，
８
１
３
万
円

で
、
歳
出
５
０
１
億
３
，
４
５
９
万
円
で
、
繰

り
越
し
財
源
４３
億
２
，
５
５
９
万
円
を
差
し
引
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れ
て
い

●

つ
い
て

【質
問
】
ジ
ャ

タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
に
つ

い
て
は
、
ウ

て

地
域
の
中
で
必
要
と
さ

思
わ
れ
る
。

組
ん
で
き
て

で
あ
り
、
そ
の
財
源
が

い
う
保
証
が
な
い
こ

と
か
ら
、

い
う

体
系
の
中
で
、

の
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に

整
理
し

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
ジ
ャ

の
在
り
方
に

現
在
の
財
源
に
つ
い

を
活
用
し

て
お
り
ヽ
国
で
せ
、
令
和
７
年
度
ま
で
し
か
方

封讐疑
蠣“ぃ翌嬰́
動出て”

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
特
定
財
源
が
な

い
中
で
実
際
撻
桁
し
て
い
く
と
な
る
と
、
相
当

”
罐
鍋
わ
つ
い
畷
資
艶
¨
」
壁
帆
裁
』
´
岬
一

の
は
な
か
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
例

―
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
考

て
は
、
区
を
ま
た
ぐ
移
動
が

一用
が
一層
か
さ
む
と
い
う
よ

う
な
と
こ

難
し
い
判
断
に
な
る
と

思
っ
て

● え
た
場
合
に

中
心
に

給
食
セ

【質
問
Ｔ

案
だ
が
、

つ
い
て

に
お
い
て
建
設
候
補
地

」
に
な
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】

る
の
で
、

の
配
達
に
適
し
た
場
所
が
数

つ
て
い
る
が
最
終
的
な
部
分

に
至

っ
て

☆
後

日
、

鍵
型

圏

怪

冒

会

が
原
町
区
牛
来
の
７
千
‐３８
前
の
用
地
で
あ
る
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
建
設
経
済
分
科
会

労
働
諸
費
で
市
内
事
業
所
情
報
発
信
事

業
に
つ
い
て

【質
問
】
令
和
４
年
度
に
お
け
る
、
み
な
み
そ

う
ま
就
職
ナ
ビ
の
開
覧
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
４
年
度
の
開
覧
数
は
２
万
９
千

２９０４鰐

”歪

鍮
彙

い

る
状
況
で
あ
る
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
費
に
つ
い
て

【質
問
】
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
３５
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
各
区
か
ら
何
人
ず
つ
と
欠
員

が
出
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
３５
名
で
募
集
を
か
け
た
が
、
現
時
点
で

は
３‐
名
と
な
っ
て
い
る
。
欠
員
４
人
の
内
訳
は
、

小
高
区
２
人
、
原
町
区
２
人
不
足
。

南
相
馬
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

【質
問
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
使
用
に
加

え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
記
載
の
電
子
証
明
書

を
使
用
し
た
方
法
を
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
記
録
さ
れ
た

証
明
書
の
内
容
を
伺
う
。

一答
弁
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
記
録
さ
れ
た
電

子
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
今
般
、
電
子
署
名
等

に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の

認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
公
的
個

人
認
証
法
を
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
電
子
証

明
書
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
中
に
も
登
載
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
た
も
の
で
、
認
証
局
が
間

違
い
な
く
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明

書
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
書
面
取
引
に
お
け

る
印
鑑
登
録
証
明
書
と
同
じ
よ
う
な
意
味
合
い

を
持
つ
も
の
で
、
具
体
的
な
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
今
般
提
案
を
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
利
用

や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ヘ
の
ロ
グ
イ
ン
の
際
な

ど
に
利
用
さ
れ
る
証
明
書
に
な
る
。

【質
問
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
電
子
証
明

書
に
し
て
も
、
持
っ
て
い
る
人
や
使
え
る
人
に

と
っ
て
利
便
性
は
あ
る
が
、
従
来
そ
れ
と
無
関

係
な
人
た
ち
も
お
り
、
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
何
ら
不
利
益
を
被
る
こ

と
は
な
い
か
伺
う
。

【答
弁
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
対
す
る
各
種
証
明
書
の
交
付
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
市
の
窓
□
等
に

お
い
て
、
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
。幅霧鶴綱鵬の

一南脚稀赫劃眸神級脚

制
定
に
つ
い
て

【質
問
】
八
沢
小
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
が
、今
後
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
八
沢
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
要
望
も
出
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
度
当
初
予
算
に
向
け
て
継
続
で
き
る
方
向

性
で
考
え
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

「改
革
ク
ラ
ブ
』
意
見
交
換
会
の
ご
案
内

恒
例
と
な

っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終
了
後

の
会
派
報

告
会
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
。

議
会

の
報
告
と
南
相
馬
市

の
現
状
、
更
に
市
民
の

皆
様

の
意

見

・
要
望
を
お
聞
き
す
る
意
見
交
換

の
場

で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽

に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
１１
月
１１
日
日
　
午
後
２
時

○
会
　
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
マ
ス
ク

の
着
用
に

つ
い
て
は
、
個
人

の
判
断

で
の

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
毬
婦
咎
犀
墨
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

南
相
馬
市
議
会
会
派

「改
革
ク
ラ
ブ
』
メ
ン
バ
ー
紹
介

○

代

　

表

○

事

務

局

○

会
計
責
任
者

○

幹
　
　
事

○

幹

　

事

鈴 田 竹 小 渡

木 中 野 川 部

貞 京 光 尚‐い
つ

正 子 雄 ― ぷ
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渡
部
　
い
っ
ぶ

ａ
④
５
４
５
６

【質
問
】
私
た
ち
は
２
０
１
１
年
３
月
１１
日
‐４

時
４６
分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら

し
た
地
震
、
津
波
、
原
子
力
災
害
と
い
う
未
曾

有
の
複
合
災
害
に
よ
り
、
様
々
な
課
題
や
困
難

と
向
き
合
っ
て
き
て
い
る
。
加
え
て
、
本
年
８

月
２４
日
午
後
１
時
頃
か
ら
海
洋
放
出
が
開
始
さ

れ
、
新
た
な
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
が
、

海
洋
放
出
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
政
府
は
令
和
３
年
４
月
１３
日
に
開
催
し

た
廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策
関
係
閣
僚
等

会
議
で
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
方
法
を
海

洋
放
出
と
す
る
基
本
方
針
を
決
定
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
原
子
力
規
制
委
員
会
や
―

Ａ
Ｅ
Ａ
な
ど
の
検
査
、
評
価
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

令
和
５
年
８
月
２‐
日
に
は
政
府
が
全
漁
連
や
被

災
地
の
漁
連
の
会
長
等
に
対
し
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
の
処
分
の
政
府
の
考
え
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
翌
８
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
た
政
府
の
関
係

閣
僚
等
会
議
に
お
い
て
海
洋
放
出
開
始
を
決
定

し
、
８
月
２４
日
午
後
１
時
３
分
、
東
京
電
力
が

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
開
始
し
た
。

【質
問
】
１８
番
議
員
の
汚
染
水
に
対
す
る
市
長

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
部
分
に

つ
い
て
だ
が
、
も
し
処
理
の
言
葉
を
使
う
と
す

れ
ば
、
放
射
性
物
質
処
理
不
完
全
水
、
も
し
く

は
核
汚
染
処
理
後
の
残
留
水
と
表
現
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
併
せ
て
伺
う
。

【答
弁
】
汚
染
さ
れ
た
水
を
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
浄
化
処

理
を
行
っ
た
上
で
、
基
準
に
合
っ
た
処
理
水
と
い

う
定
義
で
私
は
使
っ
て
い
る
。

申
し
添
え
て
お
く
が
、
市
長
が
考
え
る
安
全

だ
、
安
全
で
な
い
、
大
丈
夫
だ
、
大
丈
夫
で
な

い
は
、
ど
ち
ら
の
立
場
に
立
っ
て
の
考
え
な
の
か

と
思
う
。
処
理
水
と
は
基
準
値
内
で
は
あ
る
が

放
射
性
物
資
は
残
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
判
断
で
き
る
資
料
と
し
て
提
供
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
判
断
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

小
川
　
尚

一

奮
②
ｌ
２
７
８

『高
齢
煮
憂
璽
薔
早
あ
亘
置
し
に
２
い
て
，
一

【質
問
】
南
相
馬
市
高
齢
者
総
合
計
画
の
理
念

と
し
て

「健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
表
明
し
、
～
元
気
。
い

き
い
き
。
健
幸
を
目
指
し
て
～
と
あ
る
。
「健

や
か
で
幸
せ
」
を
実
感
す
る
ま
ち
を
目
指
す
の

だ
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
も
心
理
学
者
の
カ
ー
ル
・

ユ
ン
グ
の
提
唱
す
る
幸
福
の
５
つ
の
条
件
を
述

べ
て
き
た
。
１
つ
は

「心
身
が
健
康
で
あ
る
」
、

２
つ
に

「人
間
関
係
が
う
ま
く
行
っ
て
い
る
」、

３
つ
に

「朝
起
き
て
や
る
仕
事
が
あ
る
」
、
４

つ
に

「自
分
に
見
合
っ
た
お
金
が
あ
る
」、
最

後
に

「美
し
い
も
の
を
見
て
美
し
い
と
感
じ
る

心
が
あ
る
」
だ
が
、
正
に
そ
の
通
り
で
健
康
で

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
つ
て
い
て
、
居
場
所
が

あ
り
生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
持
っ
て
生
活
す

る
こ
と
が

「幸
福
」
の
一
つ
の
目
安
だ
と
考
え

る
。
こ
れ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
お
話
の
と
お
り
、
高
齢
者
に
限
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
人
が
生
き
活
き
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
健
康
に
健
や
か
に
過
こ
す
と
い
う

こ
と
は
ど
の
世
代
に
お
い
て
も
必
要
な
こ
と
で

あ
る
。
今
後
、必
要
な
計
画
を
つ
く
る
際
に
は
、

こ
提
案
の
あ
っ
た
居
場
所
や
仕
事
等
を
含
め
て

計
画
、若
し
く
は
市
の
取
組
み
に
生
か
し
た
い
。

【質
問
】
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
人

権
を
守
ら
れ
乍
ら
、
安
心
し
て
日
常
生
活
が
送

ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
制
度
が
成
年
後
見
制
度

だ
と
理
解
す
る
。
国
で
は
成
年
後
見
制
度
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
平
成
２８
年
５
月
に

施
行
さ
れ
、
自
治
体
に
お
い
て
も
制
度
の
理
解

と
活
用
が
求
め
ら
れ
お
り
、
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

【答
弁
】想
定
さ
れ
る
窓
□
と
し
て
長
寿
福
祉
課
、

社
会
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
絡
調
整

す
る
中
核
機
関
の
設
置
形
態
を
協
議
す
る
。

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

え
ま
す
。

あ
る
、
国
指
定
史

跡

「浦

地
内
に

「浦
尻
貝
塚
縄
文
の

丘
公
園
」
の

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

っ
白
な
建
物
が
公
園
全

そ

て
開
館
し
ま
し
た

「貝
塚
観

察
館
」
で
す
。

の
よ
う
な
シ
ン
ボ
リ
ツ

， Ｃ

の
目
的

福
島

市
小
高
区
浦
尻
に
位
置
す

る
浦
尻
貝
塚

期
の

で
あ

り
、
「縄

伝
え

る

と
し
て

評
価
さ
れ
、

年
１
月
２６
日
に
国
指
定
史

跡
に
指
定
さ
れ

．い
ま
す
。
浦
尻
貝
塚
の
保
存

（仮
称
）
浦
尻
員
塚
史
跡

公

学
識
経
験
者
か
ら
な市

民
検
討
会
等

史
跡
公
園
と

所
蛹
劇
編
柿
策
諏
¨
鴇
紋
咄
就
¨
罐
鋤
劃
枷
肋

土
品
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡
の
一
つ
が

小
高
区
浦
尻
に
あ
る
国
指
定
史
跡
で
あ
る

「浦

尻
貝
塚
」
で
す
橋
そ
の
一
角
に
本
年
２
０
２
３

年
７
月

「貝
塚
観
察
館
」
が
オ
ー
プ
ン
開
館
さ

脱
な
れ
統
ゲ
梢
続
蜘
達
“
謁
財
螺
蟻
巌
鰯
Ｆ
期

り
ま
す
。　
　
　
一

し
て
整
備
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
平
成
２。
年

度
に
策
定
、
３
年
度
に
基
本
設
計
、
２２
年
度
に

矯
輔
艇
筵
班
罐
鏑
雑
墓
お

難鮎脚神晰九続い討鉢群は恥神К頑麟調

ガ夢
脳
は
５
鷲
鳥

蘇
暮

田
中
　
一示
子

８
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

【質
問
】
震
災
後
、
南
相
馬
市
は
移
住
さ
れ
た

方
や
新
居
を
建
て
た
方
、
ま
た
新
た
に
企
業
が

入
っ
て
き
た
り
と
ま
ち
の
景
観
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
景
観
に
異
常
が
あ
る
と

か
違
和
感
が
あ
る
場
合
は
市
で
は
ど
の
様
に
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
市
内
全
域
が
福
島
県
の
景
観
条
例
に

基
づ
く
景
観
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
県
任
せ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
連
絡
し
て

条
例
を
遵
守
す
る
。
又
、
市
独
自
の
景
観
条
例

に
つ
い
て
は
、
条
例
制
度
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
の
で
参
考
に
し
、
保
全
形
成
の
た
め
調
査

研
究
し
て
い
く
。

【質
問
】
過
剰
包
装
の
削
減
に
つ
い
て
、
過
剰

包
装
と
は
、
そ
の
物
の
１５
％
以
上
の
包
装
経
費

が
か
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
過
剰
包
装
削

減
を
呼
び
か
け
て
、
こ
み
減
量
に
取
り
組
む
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
こ
み
減
量
の
取
組
に
は
、
リ
デ
ュ
ー

ス

（発
生
抑
制
）
・
リ
ユ
ー
ス

（再
利
用
）
・
リ

サ
イ
ク
ル

（再
生
利
用
）
の
３
Ｒ
の
様
々
な
取

組
が
あ
る
。
過
剰
包
装
削
減
は
リ
デ
ュ
ー
ス
の

取
組
の
一
つ
で
あ
り
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る

【質
問
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
分

別
収
集
の
現
状
と
今
後
の
効
率
ア
ツ
プ
の
考
え

を
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
４
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

３６

・
９
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、　
一
層
の
取
組

が
必
要
と
認
識
し
、
複
数
回
の
広
報
と
施
設
の

見
学
等
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
令
和
５
年

７
月
に
は
６‐
．
７
％
と
な
つ
た
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

鈴
木
　
貞
正

奮
④
３
５
９
２

私
は
、
農
業
に
お
け
る
労
働
力
不
足
は
、
積

年
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
を
見
る
と
、
幹
的
農
業

従
事
者
数
も
か
な
り
減
少
し
て
い
る
と
思
う
か

ら
で
す
。

現
在
は
、
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
人
数
・

年
齢
両
面
か
ら
も
、
農
業
現
場
で
の
労
働
力
不

足
は
深
刻
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
後
継
者
、
農
業
就
業
人
□
の
減
少

な
ど
農
業
に
お
け
る
労
働
力
不
足
は
、
わ
が
国

の
食
糧
事
情
を
大
き
く
左
右
し
、
そ
し
て
地
域

の
経
済
や
環
境
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
第
一と
し
て
、
農
業
生
産
効
力
の
低
下

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
労
働
力
が
不
足
す
る
こ

と
で
、
農
業
生
産
の
効
率
化
が
低
下
し
、
さ
ら

に
作
物
の
生
育
や
収
穫
作
業
に
も
支
障
を
き
た

す
お
そ
ね
が
あ
り
ま
す
。
農
業
生
産
性
に
大
き

な
負
荷
を
か
け
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

や
は
り
農
業
現
場
で
の
労
働
力
不
足
は
、
農

作
業
の
遅
延
や
、
そ
れ
ら
に
よ
る
作
物
の
収
穫
量

や
品
質
の
低
下
を
招
き
、
生
産
者
の
収
益
に
も
悪

影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

ま
た
第
二
と
し
て
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
な

ど
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
農
業
が
地

域
経
済
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
地

域
の
雇
用
機
会
や
所
得
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
し
て
、
結
果
と
し
て
農
業
に
関
連
す
る
ほ

か
の
産
業
に
も
影
響
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
は
第
三
と
し
て
、
地
域
人
□
へ
の
影

響
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
若
い
世
代
の
農
業
従
事
者
の
減
少
な
ど
、

地
域
の
人
□
流
出
な
ど
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
農
業
労
働
力
の
確
保
策
や

持
続
的
な
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
、
持
続
的
恋

取
組
み
が
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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す

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

２
０
２
４
年
、
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
晴
れ
が
ま
し
く
も
、
夢
に
胸
膨
ら
ま
せ
、
希
望
に
満
ち
た
年
の
始
ま
り
で

あ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
１
月
１
日
か
ら
能
登
半
島
に
お
け
る
大
地
震
が
発
生
し
多

難
な

一
年
を
予
感
す
る
よ
う
な
年
の
始
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

国
内
で
は
、
パ
ー
テ
ィ
券
の
還
流
の
問
題
や
選
挙
違
反
に
よ
り
、　
一
層
の
政
治

不
信
が
醸
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
押
し
な
べ
て
国
民

一
人

一
人

に
押
し
付
け
ら
れ
、
低
所
得
者
を
は
じ
め
市
民
の
生
活
は
大
変
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
と
認
識
し
ま
す
。
加
え
て
、
外
国
に
お
け
る
紛
争
は
私
た
ち
の
生
活
そ
の
も

の
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
住
む
南
相
馬
市
に
お
い
て
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
安
全
安
心
を
担

保
し
、
生
活
基
盤
の
脆
弱
性
を
克
服
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
１２
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
等
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
第
５
回
定
例
会
１２
月
議
会
は
、

６
日
よ
り
２５
日
ま
で
の
２。
日
間
開
催
さ
れ
、
議

案
３５
件

（条
例
関
係
８
件
、
予
算
関
係
１１
件
、

そ
の
他
１６
件
）、
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り
全
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　
一
般
会
計
予
算
額
は
補
正
予
算

額
８７
億
３
９
１
４
万
円
で
、
歳
入
歳
出
総
額

５
５
５
億
４
５
１
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【主
な
補
正
予
算
事
業
】

○
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
整
備
事
業
…
設
計
積

算
が
完
了
し
、
工
事
請
負
費
を
計
上
す
る
。

・
小
高
復
興
産
業
団
地
地
番
改
良
工
事
ほ
か

‐５
億
３
０
４
３
万
円

○
工
場
用
地
等
整
備
事
業
特
別
会
計
繰
り
出

し
金
…
小
高
区
復
興
産
業
団
地

（フ
ロ
ン

テ
イ
ア
パ
ー
ク
）
整
備
事
業
に
伴
い
特
別
会

計
に
繰
出
す
。　
　
　
１６
億
９
６
４
７
万
円

○
最
終
処
分
場
延
命
化
事
業
…
最
終
処
分
場

延
命
化
の
嵩
上
げ
工
事
の
た
め
の
、
侵
入
道

路
の
新
設
を
行
う
。　
　
　
４
３
６
０
万
円

〇
小
高
区
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
事
業
…
下
り
線
の
必
要
な
用
地
購
入
費

及
び
物
件
保
障
費
。　
　
　
１
３
５
９
万
円
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●
総
務
生
活
分
科
会

ふ
る
さ
と
帰
還
通
行
カ
ー
ド
更
新
事
業
つ

い
て
【質
問
】
最
初
に
申
請
し
交
付
さ
れ
た
も
の
に

対
し
て
、
更
新
の
た
め
の
申
請
も
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
の
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
カ
ー
ド
の
更
新
又
は
変
更
の
申
込
み

に
つ
い
て
は
、現
在
締
め
切
り
の
期
日
は
な
く
、

変
更
に
つ
い
て
、
実
態
と
し
て
申
込
ん
だ
け
れ

ど
も
申
込
み
忘
れ
た
利
用
区
間
の
組
み
合
わ
せ

に
対
し
て
、
Ｎ
Ｅ
×
Ｃ
Ｏ
か
ら
は
、
新
た
に

一

か
ら
全
部
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
対
応
を
し

て
い
る
。

な
お
、
今
の
と
こ
ろ
制
度
自
体
、
令
和
６
年

３
月
３‐
日
ま
で
料
金
を
徴
収
し
な
い
と
い
う
国

の
告
示
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
延
長
さ
れ

な
け
れ
ば
、そ
こ
で
終
わ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

延
長
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
未
定
で
あ
る
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

（真
野
交
流
セ
ン
タ
ー
）

【質
問
】
公
の
施
設
の
指
定
管
理
に
お
け
る
申

請
団
体
が
い
つ
も
低
い
状
況
に
あ
る
が
、
周
知

の
方
法
が
足
り
な
い
の
か
、
あ
ま
り
魅
力
が
な

い
の
か
等
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
伺

う
。
　
　
　
　
，

【答
弁
】
指
定
管
理
の
公
募
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
等
で
広
く
周
知
を
し
て
い
る

が
、応
募
件
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、

も
っ
と
魅
力
の
あ
る
形
で
施
設
を
指
定
管
理
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
の
方
法
を
考
え
て
い

き
た
い
。

【質
問
】
指
定
管
理
者
制
度
の
民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
八
ウ
を
生
か
し
、
よ
り

一
層
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
す
る
こ
と
と
、
経
費

を
節
減
す
る
と
い
う
目
的
を
考
え
た
と
き
に
、

総
務
生
活
薗
任
委
員
会

マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
審
査
の
在
り
方
を
伺
う
。

【答
弁
】
常
々
担
当
と
事
業
者
と
の
話
合
い
に

よ
り
指
導
し
な
が
ら
も
、
審
査
の
た
び
に
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、

マ
ン
ネ
リ
化
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
制
度
の

担
当
者
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

南
相
馬
市
立
病
院
看
護
職
員
の
令
和
５

年
度
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

【質
問
】
今
回
条
例
と
し
て
上
程
し
て
い
る

の
は
、
看
護
体
制
強
化
支
援
手
当
だ
が
、
上

程
さ
れ
て
い
な
い
看
護
体
制
強
化
支
援
手
当

７
万
１
３
０
０
円
、
年
間
８５
万
５
６
０
０
円
に

つ
い
て
、
事
前
説
明
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
４
年
度
ま
で
は
、
各
年
度
に
お
い

て
、
こ
の
条
例
を
議
決
後
に
、
支
給
す
る
旨
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
次
年
度
以
降
の
支
給
の
有

無
に
つ
い
て
は
伝
え
て
い
な
い
。

【質
問
】
看
護
体
制
強
化
支
援
手
当
の
令
和
５

年
度
の
支
給
対
象
者
数
と
、
ふ
る
さ
と
就
職
支

援
手
当
の
対
象
者
数
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
対
象
職
員
の
人
数
は
、
総
合
病
院

が
１
６
８
名
、
小
高
診
療
所
が
３
名
の
合
計

１
７
１
名
で
、
ふ
る
さ
と
就
職
支
援
手
当
て
は
、

２５
名
で
あ
る
。

【質
問
】
今
後
看
護
職
員
を
確
保
し
て
い
く
自

信
は
あ
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
職
場
環
境
、
働
き
や
す
さ
や
働
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
職
場
環
境
に
取
り
組
み
、

離
職
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【質
問
】
ふ
る
さ
と
就
職
支
援
手
当
の
支
給
が

転
職
支
援
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
最
近
の
傾
向
で
は
、
新
卒
者
が
増
え

て
お
り
、
令
和
２
年
度
以
降
は
既
卒
者
も
、
ほ

ぼ
全
員
が
∪
タ
ー
ン
就
職
者
で
あ
る
。
県
外
か

ら
新
た
な
人
材
を
求
め
る
た
め
に
始
め
た
制
度

だ
っ
た
が
、
地
元
出
身
の
方
の
採
用
が
殆
ど
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
外
で
働
い
て
い
る
方

の
転
職
支
援
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
と
分
析
を

し
た
。

外
国
人
活
躍
推
進
事
業
に
つ
い
て

【質
問
一
人
数
べ
‥
ス
で
当
初
４。
人
か
ら
６２
人

と
な
っ
て
い
る
、
雇
用
期
間
が
６
ヶ
月
経
過
す

る
者
や
１
号
か
ら
２
号
に
移
行
す
る
と
い
う
要

件
に
該
当
し
な
く
、
現
在
、
市
内
で
働
い
て
い

る
外
国
人
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
５
年
８
月
末
時
点
で
の
人
数
に

よ
る
が
、
技
能
実
習
１
号
は
４９
名
、
技
能
実
習

２
号
は
８。
名
、技
能
実
習
３
号
は
１６
名
で
技
術
・

人
文
知
識

。
国
際
業
務
と
言
う
在
留
資
格
も
あ

り
、
こ
ち
ら
は
５３
名
で
あ
る
。

小
高
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
…
チ
ェ
ン
ジ
整

備
事
業
に
つ
い
て

【質
問
】
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供

用
開
始
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】用
地
補
償
に
つ
い
て
は
、〈「
和
５
年
度
、

６
年
度
で
買
収
目
標
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
中

に
工
事
発
注
を
目
標
に
ネ
ク
ス
コ
と
調
整
し

て
、
発
注
か
ら
４
年
程
度
見
込
ん
で
お
り
、
令

和
「
年
当
た
り
が
オ
ー
プ
ン
の
計
画
で
あ
る
。

「改
革
ク
ラ
ブ
』
意
見
交
換
会
の
ご
案
内

恒
例
と
な

っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終

了
後

の
会
派
報

告
会
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

議
会

の
報
告
と
南
相
馬
市

の
現
状

、
更
に
市
民
の

皆
様

の
意

見

・
要
望
を
お
聞
き
す
る
意
見
交
換

の
場

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
２
月
４
日
０
　
午
後
２
時

○
会
　
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
マ
ス
ク
の
着

用
に

つ
い
て
は
、
個
人

の
判
断

で
の

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

本 中 野 川 部

光

田 竹 小 渡
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渡
部
　
い
っ
ぶ

８
④
５
４
５
６

【質
問
一
２
０
１
９
年

公
「和
元
年
）
１０
月
の
台

風
１９
号
に
よ
る
市
職
員
の
死
亡
に
伴
う
一連
の
取

組
と
認
識
を
し
て
い
る
が
事
故
原
因
が
判
然
と

し
な
い
中
、
黙
薦
す
る
と
は
、
三
度
と
起
こ
さ

な
い
と
い
う
こ
と
の
み
に
な
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
黙
藤
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
亡
く
な
っ

た
職
員
へ
の
追
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

同
じ
よ
う
な
事
故
を
三
度
と
起
こ
し
て
な
ら
な

い
と
い
う
思
と
、
市
長
と
し
て
命
を
失
う
と
い

う
結
果
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る

【質
問
】
市
の
職
員
が
死
亡
し
た
が
、
そ
の
道

は
通
る
な
と
指
示
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
、

私
は
二
次
災
害
が
な
く
て
よ
か
っ
た
と
率
直
に

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
市
の
職
員
が
通
っ
た

後
で
、
ま
た
市
民
の
方
が
通
れ
ば
、
同
じ
よ
う

な
状
況
下
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
判

断
し
て
い
る
。

市
は
そ
こ
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
張
る
な
ど
、
通

ら
な
い
よ
う
に
、
通
っ
て
は
な
ら
な
い
、
通
さ

な
い
、
そ
う
い
う
手
立
て
が
必
要
で
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い
る
。

ど
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

も
、
お
の
ず
と
導
き
出
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の

考
え
を
聞
い
て
お
き
た
い
。

【答
弁
】
県
あ
る
い
は
消
防
含
め
て
、
冠
水
し
て

い
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ

を
基
に
上
司
が
そ
の
道
を
通
ら
な
い
よ
う
に
と

い
う
指
示
を
し
た
。

ま
た
、
冠
水
し
た
こ
と
へ
の
さ
ら
な
る
対
策

と
し
て
、
い
か
に
速
や
か
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
張

る
か
と
か
は
市
の
課
題
と
し
て
、
重
要
な
問
題

と
捉
え
て
い
る
。
事
前
に
早
く
避
難
す
る
と
か
、

明
る
い
う
ち
に
行
動
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
独

り
で
行
動
し
な
い
で
複
数
で
安
全
確
認
し
な
が

ら
行
動
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
当
た
り
前
の
こ

と
を
改
め
て
徹
底
し
て
い
く
。

小
川
　
尚
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【質
問
】
泉

・
北
泉
周
辺
等
整
備

・
活
用
計
画

に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
４
年
度
は
、
市
民
で
構
成
す
る

北
泉
海
浜
総
合
公
園
等
整
備
検
討
委
員
会
を
実

施
し
た
。
提
案
の
あ
っ
た
キ
ャ
ン
プ
場
関
連
施

設
や
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
及
び
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
、
計
画
の
た
た
き
台

を
令
和
５
年
５
月
に
策
定
し
、
さ
ら
に
、
現
地

測
量
の
業
務
委
託
を
発
注
し
て
、
計
画
に
必
要

な
図
面
等
の
作
成
、
庁
内
検
討
委
員
会
や
整
備

検
討
委
員
会
及
び
泉

・
北
泉
周
辺
等
整
備

・
利

活
用
検
討
委
員
会
な
ど
か
ら
、
更
に
意
見
を
頂

戴
し
計
画
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

一質
問
】
計
画
策
定
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
測
量
業
務
が
９
月
の
豪
雨
災
害
の
影

響
で
遅
延
し
、
ま
た
計
画
の
実
行
に
必
要
な
財

源
の
確
保
も
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

【質
問
】
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
５
年
度
は
整
備
利
活
用
計
画
の

策
定
、〈「
和
６
年
度
は
計
画
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
や
公
共
事
業
評
価
を
行
い
、

事
業
計
画
を
決
定
す
る
。
そ
の
後
は
施
設
の
詳

細
設
計
を
行
い
、〈「和
７
年
度
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
内
の
工
事
を
一部
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
。

【質
問
】
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
を
推
進
す

る
た
め
、市
の
積
極
的
な
分
別
へ
の
取
組
み
と
、

民
間
事
業
者
の
分
別
へ
の
取
組
み
を
伺
う
。

【答
弁
】
市
で
は
令
和
５
年
９
月
１
日
か
ら
本

庁
舎
等
に
お
い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

の
分
別
収
集
を
試
行
的
に
行
い
、
正
し
い
分
別

の
浸
透
を
図
り
、
意
識
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
こ
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向

上
に
は
、
市
民
と
行
政
、
民
間
事
業
者
も

一
体

と
な
っ
て
取
組
む
必
要
が
あ
り
、
連
携
し
、
協

議
検
討
を
進
め
る
。

竹
野
　
光
雄
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謹
ん
で
新
年
の
こ
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
辰
年
で
あ
り
、
辰
年
は
陽
の
気
が
動

い
て
万
物
が
振
動
す
る
の
で
活
力
旺
盛
に
な
っ

て
大
き
く
成
長
し
、
形
が
整
う
年
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
二
支
の
中
で
唯

一
空
想

上
の
生
き
物
で
権
力
や
隆
盛
の
象
徴
で
あ
り
、

出
世
や
権
力
に
大
き
く
関
わ
る
年
と
言
わ
れ
て

枷
一
咋
一
一
¨
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震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
南
相
馬
市
で
は
、
１
月

２
日
に
七
尾
市
に
先
遣
隊
と
し
て
３
名
の
職
員

が
水
や
物
資
を
持
っ
て
被
災
地
へ
向
か
い
、
２

日
後
の
１
月
４
日
に
給
水
車
が
現
地
に
出
向
き

ま
し
た
。
ま
た
、一
９
日
に
は
交
代
人
員
と
水
や

食
料
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
を
再
度
送
っ
て
の
対

応
を
し
た
と
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
も
七
尾
市
や

他
の
自
治
体
や
様
々
な
団
体
等
か
ら
物
心
両
面

で
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。

現
状
で
は
１
月
１２
日
現
在
で
避
難
所
に
は

２
５
０
０
０
人
余
り
が
身
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

住
宅
が
被
災
し
、
継
続
的
な
居
住
が
困
難
な
避

難
者
が
多
く
お
り
ま
す
。
今
後
災
害
公
営
住
宅

や
仮
設
住
宅
等
進
め
ま
す
が
、
大
切
な
人
を

失
っ
た
り
生
き
る
希
望
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た

り
す
る
人
も
多
い
事
で
し
よ
う
。
ま
た
、
古
里

を
離
れ
て
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
も
い

ま
す
。
不
安
な
思
い
は
私
ど
も
に
取
り
ま
し
て

も
、
誰
も
が
理
解
出
来
る
は
ず
で
す
の
で
、　
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
へ
の
支
援
に
力
を
尽
く

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
市
で
は
募

金
箱
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
、
鹿
島
区
役
所
、
小
高
区
役

所
、
市
立
総
合
病
院
に
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田
中
　
一泉
子
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
発
生
に
あ
た

り
御
見
舞
と
こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

日
々
の
葛
藤
の
中
に
お
い
て
も
、　
一
つ
一
つ
乗

り
越
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
も
東
日
本
大
震
災
以
後
、
急

激
な
人
□
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
人
□
も

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
住
宅
需
要
の
減
少
へ
と

影
響
し
、
空
き
家
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
人
手
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄

化
、
そ
し
て
社
会
的
孤
立
ま
で
発
生
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
型
の
人
□
減
少
は
社
会
の
進
展
に

伴
い
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
状
況
を

受
け
、
地
域
課
題
は
増
大
す
る
ば
か
り
で
す
。

「地
域
」
は
、
生
活
す
る
場
を
基
盤
と
し
た

地
縁
組
織
で
あ
り
ま
す
。
「地
域
づ
く
り
」
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
内

で
、
自
ら
の
手
で
安
全

・
安
心
で
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
お
い
て
は
、
貧
困
を
な
く
す
目

的
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
経
済
面
だ
け
で
は
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
で
の
貧
困
を
な
く
す
こ
と

だ
と
私
は
捉
え
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
こ
そ
が
、
今
、
取
り
組
む

べ
き
大
事
な
問
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ

と
や
若
い
人
の
意
見
も
取
り
入
れ
や
す
く
す
る

た
め
、
誰
も
が
地
域
の
活
動
へ
の
参
加
が
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
、
組
織
を
構
築
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
人
を

動
か
す
た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、
活

動
を
通
し
た
中
で
人
づ
く
り
も
出
き
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
動
に
参
加
を
し
た
り
、
組
織
の
中
に

加
わ
っ
て
活
動
す
る
方
を
、　
一
人
で
も
多
く
す

る
な
ど
と
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
み
ん

な
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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日
本
列
島
各
地
で
ク
マ
が
人
里
の
田
畑
や
住

宅
、
公
共
施
設
な
ど
に
も
出
没
、
人
的
被
害
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
マ
だ
け
で
な
く
近
年
は
全
国
的
に

大
変
深
刻
化
し
て
い
る
の
が
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
生
動
物
が
農
作
物
を
荒
ら
す
被
害
は
、
全

国
で
約
１
５
５
億
円
に
も
上
が
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
被
害
の
内
訳
は
、
ほ
ぼ
シ
カ
と
イ

ノ
シ
シ
が
占
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
鳥
獣
被
害
は
、
営
農
意
欲
の
減
退

や
耕
作
放
棄
あ
る
い
は
離
農
の
増
加
な
ど
、
日

本
農
業
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
森

林
の
下
層
植
生
の
消
失
や
希
少
植
物
の
食
害
な

ど
、
ま
し
て
生
態
系
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
被
害

は
、
想
像
以
上
に
農
山
漁
村
に
も
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

全
国
自
治
体
で
は
、
法
整
備
や
補
助
金
支
給

な
ど
に
取
り
組
み
、
被
害
拡
大
を
食
い
止
め
る

た
め
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
は
り
農
作
物
や
樹
木
の
被
害
が
絶
え
な
い

背
景
に
は
、
野
生
動
物
が
増
え
続
け
て
い
る
の

に
加
え
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
議
響
な
ど
野
生

動
物
の
生
息
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

特
に
農
業
生
産
地
の
各
自
治
体
も
獣
害
対
策

は
机
上
の
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
各
地
域
の
事

情
を
よ
く
つ
か
み
、
実
情
に
即
し
た
具
体
的
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
と
思
い
ま

す
。
ま
た
根
本
的
恋
鳥
獣
害
対
策
を
請
じ
る
に

は
、
個
々
の
取
組
み
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と

は
、
耕
作
放
棄
地
を
生
み
出
さ
な
い
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。

に

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
！
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深
刻
化
す
る
農
作
物
の
鳥
獣
被
害


